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はじめに

このマニュアルでは、Oracle Database ClientをMicrosoft Windows(32-Bit)およびMicrosoft Windows(x64)にインストールおよび構成する方法について説明します。このガイドでは、Oracle Database for Microsoft Windows (32ビット)およびMicrosoft Windows (x64)ソフトウェアの機能のみについて説明します。

ここでは、次のトピックについて説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

『Oracle Database Clientインストレーション・ガイドfor Microsoft Windows』は、Oracle Database Clientのインストール担当者を対象にしています。

このマニュアルを使用するには、次のものが必要です。

	
コンピュータ・システムにインストールされ、テスト済のサポート対象のMicrosoft Windowsオペレーティング・システム


	
Oracle Database Clientをインストールするコンピュータでの管理権限


	
オブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念の知識







	
関連項目:

	
デフォルト設定を使用してクイック・インストールを実行する場合は、『Oracle Database Clientクイック・インストレーション・ガイド for Microsoft Windows(32-Bit)』を参照してください。


	
デフォルト設定を使用してクイック・インストールを実行する場合は、『Oracle Database Clientクイック・インストレーション・ガイド for Microsoft Windows x64』を参照してください。
















ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のOracleリソースを参照してください。

	
『Oracle Databaseリリース・ノート for Microsoft Windows』


	
『Oracle Databaseインストレーション・ガイド for Microsoft Windows』


	
『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』


	
『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』


	
『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』




このマニュアルの多くの例では、Oracle Databaseのインストールで「基本インストール」オプションを選択したときにデフォルトでインストールされるサンプル・スキーマが使用されます。これらのスキーマの作成方法およびその使用方法の詳細は、『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』を参照してください。

リリース・ノート、インストール関連ドキュメント、ホワイト・ペーパーまたはその他の関連ドキュメントは、OTN(Oracle Technology Network)から、無償でダウンロードできます。OTN-Jを使用するには、オンラインでの登録が必要です。登録は、次のWebサイトから無償で行えます。

http://www.oracle.com/technetwork/community/join/overview/index.html

OTNのユーザー名とパスワードをすでに持っている場合は、次のOTN Webサイトのドキュメント・セクションに直接移動できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















 
1 Oracle Database Clientのインストールの概要

この章では、様々なタイプの実行可能なOracle Database Clientのインストール、およびソフトウェアのインストール前に考慮すべき問題について説明します。

	
インストールの概要


	
Oracle Database ClientとOracle Databaseの相互運用性


	
推奨ファイル・システム


	
ユーザー・アカウント制御を使用したユーザー・アカウントの管理


	
Oracle Database Clientのインストール・タイプ


	
タイムゾーン付きタイムスタンプ・データ型のパッチ適用の簡略化


	
ソフトウェアの更新オプション






1.1 インストールの概要

Oracle Database Clientのインストール・プロセスは、次の5つの段階で構成されます。

	
リリース・ノートの参照: インストールを開始する前に、Oracle Databaseのリリース・ノートを参照してください。リリース・ノートは、プラットフォーム固有のマニュアルとともに使用可能です。リリース・ノートの最新バージョンは、次のURLのOracle Technology Networkから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html


	
インストールの計画: この章では、Oracle Database Clientのインストールに使用できるインストール・タイプと、インストール開始前に考慮すべき問題について説明します。

『Oracle Databaseインストレーション・ガイド』の付録A「インストールに関してよくある質問」も参照してください。この付録では、サイトの要件に応じてOracle製品をインストールする最善の方法についてアドバイスしています。


	
インストール前の作業の完了: 第2章では、Oracle Database Clientのインストール前に完了する必要のある作業について説明します。


	
ソフトウェアのインストール: 次の章と項を参照してOracle Database Clientをインストールします。

	
第3章では、Oracle Universal Installer(OUI)のGUIを使用してOracle Clientをインストールする方法について説明します。


	
付録Bでは、レスポンス・ファイルを使用したサイレント・インストールの実行方法について説明します。


	
「様々な言語でのOracleコンポーネントのインストールおよび使用方法」では、様々な言語でOracleコンポーネントをインストールして使用する方法について説明します。


	
付録Dでは、インストールで問題が発生した場合のトラブルシューティングに関するアドバイスを提供します。


	
第5章では、Oracle Database Clientの削除方法について説明します。





	
インストール後の作業の完了: 次の章を参照して、インストール後の作業を完了します。

	
第4章では、推奨および必須のインストール後の作業について説明します。


	
付録Cでは、グローバリゼーション・サポートに関する情報を提供します。












1.2 Oracle Database ClientとOracle Databaseの相互運用性

Oracle Database ClientとOracle Databaseの異なるリリース間の相互運用性については、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)WebサイトでNote 207303.1を参照してください。

https://support.oracle.com/






1.3 推奨ファイル・システム

Oracleデータベース・ホーム(Oracleデータベース・バイナリ、トレース・ファイルなど)をOracle ACFSまたはNTFSにインストールすることを強くお薦めします(Oracle ACFSを使用する場合は、データベース・ファイル自体をOracle ASMに置く必要があり、それ以外の場合は、NTFSに置くことができません)。これらのファイルのセキュリティのため、Oracle ACFSおよびOracle ASMまたはNTFSを、FAT32のかわりに使用することをお薦めします。




	
関連項目:

Oracle Universal InstallerおよびDatabase Configuration Assistantを使用してOracle Databaseソフトウェアをインストールする際のデフォルト権限の詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド for Microsoft Windows』の「ファイル権限」を参照してください。












1.4 ユーザー・アカウント制御を使用したユーザー・アカウントの管理

コンピュータ上で信頼性のあるアプリケーションのみを実行するようにするため、Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2ではユーザー・アカウント制御を備えています。このセキュリティ機能を有効にしてある場合、Oracle Universal InstallerではOracle Databaseのインストール時に同意または資格証明がその設定に応じて求められます。必要に応じて同意するか、Windows管理者の資格証明を示します。

Database Configuration Assistant、Net Configuration Assistant、OPatchなど一部のOracleツールを実行する場合、あるいはOracleホーム内の任意のディレクトリに対して書込みを行うツールやアプリケーションを実行する場合には、管理者権限が必要です。ユーザー・アカウント制御が有効になっている場合に、ローカルの管理者としてログインすると、通常の方法で正常にこれらのコマンドを実行できます。ただし、管理者グループのメンバーとしてログインしている場合は、Windows管理者権限で明示的にこのようなタスクを起動する必要があります。管理者権限が必要なすべてのOracleショートカットは、クリックすると自動的に管理者として起動されます。ただし、このツールをWindowsコマンド・プロンプトから実行する場合は、管理者コマンド・プロンプトで実行する必要があります。OPatchにはショートカットがないため、管理者コマンド・プロンプトから実行する必要があります。




	
関連項目:

詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド for Microsoft Windows』のWindowsユーザー・アカウント制御を使用したツールの実行に関する項を参照してください。








Windows管理者権限でコマンド・プロンプト・ウィンドウを起動する手順:

	
デスクトップで、コマンド・プロンプト・ウィンドウのショートカットを作成します。デスクトップにそのショートカットのアイコンが表示されます。


	
新しく作成されたショートカットのアイコンを右クリックし、「管理者として実行」を指定します。




このウィンドウを開くと、タイトル・バーに「管理者: コマンド プロンプト」と表示されます。このウィンドウ内から実行されるコマンドは、管理者権限で実行されます。






1.5 Oracle Database Clientのインストール・タイプ

Oracle Database Clientのインストール時には、次のインストール・タイプのいずれかを選択できます。

	
InstantClient: Instant Client機能を使用するOracle Call Interfaceアプリケーションで必要な共有ライブラリのみをインストールします。このインストール・タイプは、Oracle Database Clientの他のインストール・タイプよりディスク領域が少なくてすみます。

Instant Clientのインストールには、Instant Client Lightが含まれます。アプリケーションで米語のみのエラー・メッセージが生成される場合、このバージョンのInstant Clientを使用できます。Instant Client Lightを使用する利点は、通常のInstant Clientよりもフットプリントがはるかに小さいことです。そのため、アプリケーションで使用するメモリーが少なくてすみます。


	
管理者: ローカル・システムまたはリモート・システムのOracleデータベースにアプリケーションを接続できます。Oracleデータベースを管理できるツールが提供されます。


	
ランタイム: アプリケーションでローカル・システムまたはリモート・システムのOracleデータベースに接続できます。


	
カスタム: 「管理者」および「ランタイム」コンポーネントのリストから個別のコンポーネントを選択できます。









1.6 タイムゾーン付きタイムスタンプ・データ型のパッチ適用の簡略化

Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降、TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型値のパッチ適用プロセスが簡略化されます。




	
関連項目:

パッチ適用プロセスの簡略化、および異なるタイムゾーン・ファイルを使用した特定のクライアントとサーバーとの動作方法の詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』のOracle Database 11gリリース2(11.2)のグローバリゼーションの新機能に関する項および異なるバージョンのタイムゾーン・ファイルで動作するクライアントとサーバーに関する項を参照してください。












1.7 ソフトウェアの更新オプション

ソフトウェアの更新機能を使用して、Oracleでの最新の更新(個別パッチの更新、クリティカル・パッチの更新、Oracle Universal Installerの更新、最新のパッチ・セット更新など)を動的にダウンロードし、適用します。この機能は、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以上で使用できます。

My Oracle Supportの資格証明を入力して最新の更新をダウンロードするか、以前にダウンロードした更新を適用できます。または、-downloadUpdatesオプションを使用して更新を別途ダウンロードしておき、後で更新が保存された場所を指定してインストールの際に適用することもできます。




	
関連項目:

-downloadUpdatesオプションおよびインストールでのソフトウェア更新の動的な適用の詳細は、Oracle Database Clientのインストールの手順に関する項を参照してください。

















 
2 Oracle Database Clientのインストール前の要件

この章では、Oracle Database Client製品をインストールする前に完了しておく必要のある次の作業について説明します。

	
Oracle Database Clientのハードウェア要件


	
Oracle Database Clientのソフトウェア要件


	
Oracle Databaseのネットワークに関するトピック


	
Oracle Database Clientのハードウェアおよびソフトウェアの動作保証






2.1 Oracle Database Clientのハードウェア要件

表2-1に、Windows(32-bit)でのOracle Database Clientの必須ハードウェア・コンポーネントを示します。

表2-2に、Windows x64でのOracle Database Clientの必須ハードウェア・コンポーネントを示します。


表2-1 Windows(32-bit)のハードウェア要件

	要件	最小値
	
システム・アーキテクチャ

	
プロセッサ: Intel(x86)、AMD64、Intel EM64T

注意: Oracle Database Clientには、32ビット(Windows x86)および64ビット(Windows x64)のバージョンが用意されています。32ビット・バージョンのデータベース・クライアントは、x86またはx64ハードウェアの32ビット・バージョンのWindows上で実行されます。Windows x64で32ビットのOracle Database Clientは、動作保証されています。表2-5に、Windows 32-bitでサポートされるオペレーティング・システムを示します。


	
物理メモリー(RAM)

	
512MB以上、1GB推奨

Windows 7、Windows 8およびWindows 8.1では、1GB以上


	
仮想メモリー

	
RAM容量の2倍


	
ハードディスク領域

	
合計は、300から1160MB。詳細は、表2-3を参照。


	
ビデオ・アダプタ

	
256色


	
画面解像度

	
1024 X 768以上









表2-2 Windows x64のハードウェア要件

	要件	最小値
	
システム・アーキテクチャ

	
プロセッサ: AMD64およびIntel EM64T

注意: Oracle Database Clientには、32ビット(Windows x86)および64ビット(Windows x64)のバージョンが用意されています。Windows x64で32ビットのOracle Database Clientは、動作保証されています。表2-6に、Windows x64でサポートされるオペレーティング・システムを示します。


	
物理メモリー(RAM)

	
512MB以上、1GB推奨

Windows 7、Windows 8およびWindows 8.1では、2GB以上


	
仮想メモリー

	
RAM容量の2倍


	
ハードディスク領域

	
合計は、330から1260MB。詳細は、表2-4を参照。


	
ビデオ・アダプタ

	
256色


	
画面解像度

	
1024 X 768以上










2.1.1 ハードディスク領域の要件

このセクションでは、NT File System(NTFS)を使用するWindowsプラットフォームのシステム要件を示します。Oracleデータベース・ホーム(Oracleデータベース・バイナリ、トレース・ファイルなど)をOracle ACFSまたはNTFSにインストールすることを強くお薦めします(Oracle ACFSを使用する場合は、データベース・ファイル自体をOracle ASMに置く必要があり、それ以外の場合は、NTFSに置くことができます)。これらのファイルのセキュリティのため、Oracle ACFSおよびOracle ASMまたはNTFSを、FAT32のかわりに使用することをお薦めします。

この項で示すNTFSのシステム要件は、Oracle Universal Installerのサマリー・ウィンドウで報告されるハードディスクの値より正確です。サマリー・ウィンドウには、ディスク領域、データベースの作成に必要な領域、またはハード・ドライブ上で展開される圧縮ファイルのサイズの正確な値は表示されません。

Oracle Database Clientコンポーネントのハードディスク要件には、オペレーティング・システムがインストールされているパーティションへのJava Runtime Environment(JRE)およびOracle Universal Installerのインストールに必要な領域が含まれます。 十分な領域が検出されないと、インストールは失敗し、エラー・メッセージが表示されます。

表2-3に、Windows(32-bit)におけるNTFSでのディスク領域要件を示します。

表2-4に、Windows x64におけるNTFSでのディスク領域要件を示します。


表2-3 NTFSのWindows(32-bit)のディスク領域要件

	インストール・タイプ	TEMP領域	SYSTEM_DRIVE:\Program Files\Oracle\Inventory	Oracleホーム	合計
	
InstantClient

	
130MB

	
1.1MB

	
127MB

	
346.1MB


	
管理者

	
130MB

	
1.1MB

	
1.20 GB

	
1360MB


	
ランタイム

	
130MB

	
1.1MB

	
750MB

	
882MB


	
カスタム(全コンポーネントがインストールされる)

	
130MB

	
1.1MB *

	
1.20GB *

	
1360MB *








* ディスク領域の要件は、選択されたコンポーネントによって変わります。


表2-4 NTFSのWindows x64のディスク領域要件

	インストール・タイプ	TEMP領域	SYSTEM_DRIVE:\Program Files\Oracle\Inventory	Oracleホーム	合計
	
InstantClient

	
130MB

	
5MB

	
270MB

	
406MB


	
管理者

	
130MB

	
5MB

	
1.1GB

	
1261.4MB


	
ランタイム

	
130MB

	
5MB

	
758MB

	
893MB


	
カスタム(全コンポーネントがインストールされる)

	
130MB

	
5MB *

	
1.1GB *

	
1261.4MB *








* ディスク領域の要件は、選択されたコンポーネントによって変わります。




	
注意:

Instant ClientのInstant Client Lightコンポーネントのみを構成する場合、関連ファイルを格納するために30から32MBのディスク領域が必要です。詳細は、「Instant Client Lightの構成」を参照してください。










	
関連項目:

『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「NTFSファイル・システムとWindowsレジストリの権限」











2.1.2 ハードウェア要件の確認

システムがこれらの要件を満たしているかどうかを確認するには、次のようにします。

	
物理RAMサイズを確認します。たとえば、Windows 2003のコンピュータの場合、Windowsのコントロール パネルの「システム」をダブルクリックして、「全般」タブを選択します。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、Windowsのコントロール パネルの「システムとセキュリティ」をクリックして、「システム」をクリックします。

システムにインストールされている物理RAMのサイズが必要サイズより小さい場合は、先に進む前にメモリーを増設する必要があります。


	
構成済の仮想メモリーのサイズ(ページング・ファイル・サイズ)を確認します。たとえば、Windows 2003のコンピュータの場合、「システム」をダブルクリックし、「詳細設定」タブをクリックして、「パフォーマンス」セクションで「設定」をクリックします。次に、「詳細設定」タブを選択します。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、「システムとセキュリティ」をクリックし、「システム」をクリックして、「システムの詳細設定」をクリックし、「システムのプロパティ」ページで「詳細」タブをクリックし、「パフォーマンス」セクションの「設定」をクリックします。次に、「パフォーマンス オプション」ページで「詳細」タブを選択します。

仮想メモリーが「仮想メモリ」セクションに表示されます。

追加の仮想メモリーを構成する方法は、必要に応じてオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。


	
システムの空きディスク領域量を確認します。たとえば、Windows 2003のコンピュータの場合、「マイ コンピュータ」をダブルクリックし、Oracleソフトウェアをインストールするドライブを右クリックして、「プロパティ」を選択します。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、「マイ コンピュータ」を右クリックして、「開く」をクリックします。


	
tempディレクトリ内の使用可能なディスク領域の量を確認します。これは、空きディスク領域の合計量から、インストールするOracleソフトウェアに必要な領域量を引いた量に相当します。

Windows 32-bitの場合、tempディレクトリで使用可能なディスク領域が130MB未満の場合は、不要なファイルをすべて削除します。それでもtempディスク領域が500MB未満である場合は、TEMPまたはTMP環境変数が別のハード・ドライブの場所を指すように設定します。

Windows x64の場合、tempディレクトリで使用可能なディスク領域が130MB未満の場合は、不要なファイルをすべて削除します。それでもtempディスク領域が130MB未満である場合は、TEMPまたはTMP環境変数が別のハード・ドライブの場所を指すように設定します。

たとえば、Windows Server 2003のコンピュータで環境変数を変更するには、「システム」をダブルクリックし、「詳細設定」タブをクリックして、「環境変数」をクリックします。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、「システムとセキュリティ」をクリックし、「システム」をクリックして、「システムの詳細設定」をクリックし、「システムのプロパティ」ページで「詳細」タブをクリックし、「環境変数」をクリックします。











2.2 Oracle Database Clientのソフトウェア要件

この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Database Clientの全般的なソフトウェア要件(Windows 32-bit)


	
Oracle Database Clientの全般的なソフトウェア要件(Windows x64)


	
Instant Client Lightの言語およびキャラクタ・セットの要件






2.2.1 Oracle Database Clientの全般的なソフトウェア要件(Windows 32-bit)

表2-5に、Windows(32-bit)でのOracle Database Clientのソフトウェア要件を示します。


表2-5 Windows(32-bit)のソフトウェア要件

	要件	説明
	
オペレーティング・システム

	
Oracle Database Client for Windowsは、次のオペレーティング・システムでサポートされています。

	
Windows Server 2003 - すべてのエディション


	
Windows Server 2003 R2 - すべてのエディション


	
Windows XP Professional


	
Windows Vista - Business、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows Server 2008 - Standard、Enterprise、DatacenterおよびWebエディション。


	
Windows 7 - Professional、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows 8 - ProおよびEnterpriseエディション


	
Windows 8.1 - ProおよびEnterpriseエディション




Windows Multilingual User Interface Packがサポートされています。

サーバー・コア・オプションは、すべてのWindows Serverオペレーティング・システムでサポートされていません。

注意: Hyper-Vサポートの詳細は、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)を参照してください。


https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=1563794.1


	
コンパイラ

	
Pro*COBOLは、Net Express 5.0でテストおよび動作保証されています。

次のコンポーネントは、Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0、Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0およびIntel 10.1 Cの各コンパイラでサポートされています。

	
Oracle Call Interface


	
外部コールアウト


	
Pro*C/C++


	
XDK




Oracle C++ Call Interfaceは、次のコンパイラでサポートされています。

	
Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0


	
Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0 - OCCIライブラリは、ORACLE_HOME\oci\lib\msvc\vc9にインストールされています。OCCIアプリケーションをMSVC++ 9.0で開発する場合、リンクや実行用にこのディレクトリのOCCIライブラリが正しく選択されていることを確認します。


	
Intel 10.1 C++ compilerとMicrosoft Visual C++ .NET 2005 STL。





	
ネットワーク・プロトコル

	
Oracle Net Foundationレイヤーでは、Oracleプロトコル・サポートを使用して、業界標準の次のネットワーク・プロトコルと通信します。

	
TCP/IP


	
SSL付きTCP/IP


	
Named Pipes














	
関連項目:

	
「リモート・デスクトップ・サービス」

















2.2.2 Oracle Database Clientの全般的なソフトウェア要件(Windows x64)

表2-6に、Windows x64でのOracle Database Clientのソフトウェア要件を示します。


表2-6 Windows x64のソフトウェア要件

	要件	説明
	
オペレーティング・システム

	
Oracle Database Client for Windowsは、次のオペレーティング・システムでサポートされています。

	
Windows Server 2003 - すべてのx64エディション


	
Windows Server 2003 R2 - すべてのx64エディション


	
Windows XP Professional x64


	
Windows Vista x64 - Business、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows Server 2008 x64 - Standard、Enterprise、DatacenterおよびWebエディション。


	
Windows Server 2008 R2 x64 Standard、Enterprise、Datacenter、WebおよびFoundationエディション。


	
Windows 7 x64 - Professional、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows 8 x64 - ProおよびEnterpriseエディション


	
Windows 8.1 x64 - ProおよびEnterpriseエディション


	
Windows Server 2012 x64およびWindows Server 2012 R2 x64 - Standard、Datacenter、EssentialsおよびFoundationエディション




Windows Multilingual User Interface Packがサポートされています。

サーバー・コア・オプションは、すべてのWindows Serverオペレーティング・システムでサポートされていません。

注意: Hyper-Vサポートの詳細は、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)を参照してください。


https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=1563794.1


	
コンパイラ

	
Pro*COBOLは、Net Express 5.0でテストおよび動作保証されています。

次のコンポーネントは、Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0、Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0およびIntel 10.1 Cの各コンパイラでサポートされています。

	
Oracle Call Interface


	
外部コールアウト


	
Pro*C/C++


	
XDK




Oracle C++ Call Interfaceは、次のコンパイラでサポートされています。

	
Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0


	
Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0 - OCCIライブラリは、ORACLE_HOME\oci\lib\msvc\vc9にインストールされています。OCCIアプリケーションをMSVC++ 9.0で開発する場合、リンクや実行用にこのディレクトリのOCCIライブラリが正しく選択されていることを確認します。


	
Intel 10.1 C++ compilerとMicrosoft Visual C++ .NET 2005 STL。





	
ネットワーク・プロトコル

	
Oracle Net Foundationレイヤーでは、Oracleプロトコル・サポートを使用して、業界標準の次のネットワーク・プロトコルと通信します。

	
TCP/IP


	
SSL付きTCP/IP


	
Named Pipes














	
関連項目:

	
「リモート・デスクトップ・サービス」

















2.2.3 Instant Client Lightの言語およびキャラクタ・セットの要件

Instant Client Lightを使用する場合は、前の項で説明した要件の他に、アプリケーションで次の言語とキャラクタ・セットを使用する必要があります。

	
言語: Oracleでサポートされている任意の言語。ただし、クライアント側で発生したエラーには、アメリカ英語のエラー・メッセージのみが返されます。


	
地域: Oracleでサポートされる地域。


	
キャラクタ・セット:

	
シングルバイト

	
US7ASCII


	
WE8DEC


	
WE8ISO8859P1


	
WE8MSWIN1252





	
Unicode

	
UTF8


	
AL16UTF16


	
AL32UTF8










Instant Client Lightは、次のデータベース・キャラクタ・セットのいずれかを備えるデータベースに接続できます。クライアントまたはデータベースのキャラクタ・セットとしてリスト以外のキャラクタ・セットが使用されると、エラーが返されます。

	
US7ASCII


	
WE8DEC


	
WE8MSWIN1252


	
WE8ISO8859P1


	
WE8EBCDIC37C


	
WE8EBCDIC1047


	
UTF8


	
AL32UTF8




Instant Client Lightは、OCI_UTF16モードで作成されたOCI環境ハンドルでも操作できます。

言語、地域およびキャラクタ・セットは、NLS_LANGパラメータによって決まります。このパラメータは、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\KEY_HomeName\NLS_LANGサブキーの下のレジストリに格納されています。HomeNameは、Oracleホームを識別する一意の名前です。




	
注意:

AL32UTF8は、XMLTypeデータに適したOracle Databaseキャラクタ・セットです。これはIANAの登録済標準であるUTF-8エンコーディングと同等であり、すべての有効なXML文字をサポートします。
Oracle Databaseのデータベース・キャラクタ・セットUTF8(ハイフンなし)をデータベース・キャラクタ・セットAL32UTF8またはキャラクタ・エンコーディングUTF-8と混同しないでください。データベース・キャラクタ・セットUTF8はAL32UTF8で置き換えられています。XMLデータにはUTF8を使用しないでください。UTF8でサポートされるのはUnicodeバージョン3.1以下のみで、有効なXML文字がすべてサポートされるわけではありません。AL32UTF8には、このような制限はありません。

XMLデータにデータベース・キャラクタ・セットUTF8を使用すると、リカバリできないエラーが発生したりセキュリティに悪影響を及ぼす可能性があります。データベース・キャラクタ・セットでサポートされていない文字がinput-document要素名に表示される場合は、置換文字(通常は疑問符)で置き換えられます。このため、解析が終了して例外が発生します。












	
関連項目:

NLS_LANGの詳細は、付録C「Oracle Databaseグローバリゼーション・サポートの構成」を参照してください。














2.3 Oracle Databaseのネットワークに関するトピック

通常はOracle Databaseをインストールするコンピュータはネットワークに接続されており、Oracle Databaseのインストールを格納するローカルの記憶域があって、ディスプレイ・モニターとメディア・ドライブが備わっています。

この項では、このような標準的な構成とは異なるコンピュータにOracle Databaseをインストールする方法を説明します。内容は次のとおりです。

	
複数のIPアドレスを持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール


	
複数の別名を持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール


	
ネットワーク化されていないコンピュータへのOracle Databaseのインストール


	
ループバック・アダプタのインストール






2.3.1 複数のIPアドレスを持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール

複数のIPアドレスを持つコンピュータ(マルチホーム・コンピュータ)にOracle Database Clientをインストールできます。通常、マルチホーム・コンピュータには複数のネットワーク・カードがあります。各IPアドレスにはホスト名が関連付けられており、ホスト名には別名を設定できます。デフォルトでは、Oracle Universal InstallerはORACLE_HOSTNAME環境変数の設定を使用してホスト名を検索します。 

クライアントは、このホスト名またはこのホスト名の別名を使用して、コンピュータにアクセスできる必要があります。確認するには、短縮名(ホスト名のみ)と完全名(ホスト名とドメイン名)を使用して、クライアント・コンピュータからホスト名をpingします。どちらも機能する必要があります。


ORACLE_HOSTNAME環境変数の設定

ORACLE_HOSTNAME環境変数を設定する手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」の「システム」を表示します。


	
「システムのプロパティ」ダイアログ・ボックスで、「詳細」をクリックします。


	
「詳細」タブで、「環境変数」をクリックします。


	
「環境変数」ダイアログ・ボックスの「システム変数」の下で、「新規」をクリックします。


	
「新しいシステム変数」ダイアログ・ボックスに次の情報を入力します。

	
変数名: ORACLE_HOSTNAME


	
変数値: 使用するコンピュータのホスト名。





	
「OK」をクリックした後、「環境変数」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。


	
「環境変数」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックした後、「システムのプロパティ」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。









2.3.2 複数の別名を持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール

複数の別名を持つコンピュータは、単一のIPアドレスのもとにネーミング・サービスで登録されていますが、複数の別名を持っています。ネーミング・サービスは、これらの別名のすべてを同じコンピュータに解決します。こうしたコンピュータにOracle Databaseをインストールする前に、ORACLE_HOSTNAME環境変数を使用するホスト名のコンピュータに設定してください。






2.3.3 ネットワーク化されていないコンピュータへのOracle Databaseのインストール

ネットワーク化されていないコンピュータにもOracle Databaseをインストールできます。ラップトップなどのコンピュータがDHCP用に構成されており、それをOracle Databaseのインストール後にネットワークに接続する予定がある場合、ネットワーク化されていないコンピュータにOracle Databaseをインストールする前に次の手順を実行します。

	
ループバック・アダプタをコンピュータにインストールします。

ループバック・アダプタとローカルIPアドレスによって、ネットワーク化されたコンピュータをシミュレートします。コンピュータをネットワークに接続した場合でも、Oracle DatabaseはローカルIPアドレスおよびホスト名を使用します。




	
関連項目:

ループバック・アダプタのインストール








	
ホスト名のみと完全修飾名を使用して、コンピュータを自身からpingします。これはDRIVE_LETTER:\system32\drivers\etc\hostsファイルにあります。

たとえば、ループバック・アダプタをmydomain.comドメイン上のmycomputerというコンピュータにインストールした場合、次の点を確認します。


DRIVE_LETTER:\>ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.
DRIVE_LETTER:\>ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.





	
注意:

コンピュータを自身からpingする場合、pingコマンドによってローカルのIPアドレス(ループバック・アダプタのIPアドレス)が返されます。







pingコマンドが失敗した場合、ネットワーク管理者に問い合せてください。





インストール後のネットワークへのコンピュータの接続

インストール後にネットワークにコンピュータを接続する場合、コンピュータ上のOracle Databaseインスタンスはネットワーク上にある他のインスタンスとともに動作可能です。ループバック・アダプタをコンピュータ上にインストールしておく必要がある点に注意してください。接続するネットワークによっては、コンピュータが静的IPまたはDHCPを使用できます。






2.3.4 ループバック・アダプタのインストール

ループバック・アダプタのインストール時に、ループバック・アダプタはコンピュータのローカルIPアドレスを割り当てます。ループバック・アダプタをインストールすると、コンピュータのネットワーク・アダプタは、独自のネットワーク・アダプタとループバック・アダプタの少なくとも2つになります。WindowsでOracle Databaseを実行するには、ループバック・アダプタをプライマリ・アダプタとして設定します。

アダプタのバインド順は、ループバック・アダプタを再インストールしなくても変更できます。プロトコルに対するアダプタのバインド順は、アダプタの使用順序を示します。ループバック・アダプタが最初にTCP/IPプロトコルに対して使用される場合、TCP/IPにアクセスするすべてのプログラムは最初にループバック・アダプタを調査します。Oracle Enterprise Managerなどのツールに対してローカル・アドレスが使用されます。異なるイーサネット・セグメントを使用する他のすべてのアプリケーションは、ネットワーク・カードへルーティングされます。

次の場合にループバック・アダプタが必要です。

	
ネットワーク化されていないコンピュータにインストールして、インストール後にネットワークにコンピュータを接続する予定である。




	
関連項目:

「ネットワーク化されていないコンピュータへのOracle Databaseのインストール」










この項の内容は、次のとおりです。

	
ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされているかどうかの確認


	
Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2、Windows XPへのループバック・アダプタのインストール


	
Windows VistaおよびWindows Server 2008へのループバック・アダプタのインストール


	
Windows 7およびWindows Server 2008 R2へのループバック・アダプタのインストール


	
Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2でのMicrosoft KM-TEST Loopback Adapterのインストール


	
ループバック・アダプタの削除






2.3.4.1  ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされているかどうかの確認

コンピュータにループバック・アダプタがインストールされているか確認するには、ipconfig /allコマンドを実行します。


DRIVE_LETTER:\>ipconfig /all





	
注意:

コンピュータにインストールされたループバック・アダプタは、プライマリ・ネットワーク・アダプタにする必要があります。







ループバック・アダプタがインストール済の場合、ループバック・アダプタの値がリストされたセクションが表示されます。次に例を示します。


Ethernet adapter Local Area Connection 2:
Connection-specific DNS Suffix  . :
Description . . . . . . . . . . . : Microsoft Loopback Adapter
Physical Address. . . . . . . . . : 02-00-4C-4F-4F-50
DHCP Enabled. . . . . . . . . . . : No
IP Address. . . . . . . . . . . . : 10.10.10.10
Subnet Mask . . . . . . . . . . . : 255.255.0.0






2.3.4.2 Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2、Windows XPへのループバック・アダプタのインストール

Windows 2003、Windows Server 2003 R2、Windows XPにループバック・アダプタをインストールする手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」を開きます。


	
「ハードウェアの追加」をダブルクリックして、ハードウェアの追加ウィザードを起動します。


	
「ようこそ」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアは接続されていますか?」ウィンドウで、「はい、ハードウェアを接続しています」を選択して、「次へ」をクリックします。


	
「次のハードウェアは既にコンピュータ上にインストールされています」ウィンドウで、「新しいハードウェア デバイスの追加」を選択して「次へ」をクリックします。


	
「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます」ウィンドウで、「一覧から選択したハードウェアをインストールする」を選択して「次へ」をクリックします。


	
一般的なハードウェア・タイプのリストから「ネットワーク アダプタ」を選択して、「次へ」をクリックします。


	
「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の項目を選択します。

	
製造元: Microsoftを選択。


	
ネットワーク アダプタ: Microsoft Loopback Adapterを選択。





	
「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアをインストールする準備ができました」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアの追加ウィザードの完了」ウィンドウで、「完了」をクリックします。


	
Windows 2003を使用している場合は、コンピュータを再起動します。


	
デスクトップの「マイ ネットワーク」を右クリックして、「プロパティ」を選択します。Windows VistaまたはWindows Server 2008を使用している場合、「ネットワーク接続の管理」をクリックします。こうすると、ネットワーク接続のコントロール パネル項目が表示されます。


	
先ほど作成された接続を右クリックします。通常これは「ローカル エリア接続2」という名前です。「プロパティ」を選択します。


	
「全般」タブで「インターネット プロトコル(TCP/IP)」を選択し、「プロパティ」をクリックします。


	
「プロパティ」ダイアログ・ボックスで、「次の IP アドレスを使う」をクリックして次の手順を実行します。

	
IPアドレス: ループバック・アダプタにルーティング不可のIPを入力します。次のルーティング不可のアドレスを推奨します。

	
192.168.x.x(xは0から255の任意の値)


	
10.10.10.10





	
サブネット マスク: 255.255.255.0と入力します。


	
入力した値を保存します。この手順で後に必要となります。


	
他のフィールドはすべて空欄にします。


	
「OK」をクリックします。





	
「閉じる」をクリックします。


	
「ネットワーク接続」を閉じます。


	
コンピュータを再起動します。


	
DRIVE_LETTER:\ WINDOWS\system32\drivers\etc\hostsファイルのlocalhost行の後に、次の形式で1行を追加します。


IP_address   hostname.domainname   hostname


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
IP_addressは、手順16で入力したルーティング不可のIPアドレスです。


	
hostnameはコンピュータ名です。


	
domainnameはドメイン名です。




次に例を示します。


10.10.10.10   mycomputer.mydomain.com   mycomputer


	
ネットワーク構成を確認します。




	
注意:

ドメイン名はオプションです。







	
コントロール パネルで「システム」を開き、「コンピューター名」タブを選択します。Windows VistaおよびWindows Server 2008では、「コンピューター名」タブはありません。「フル コンピューター名」で、たとえばsales.us.example.comのようにホスト名とドメイン名が表示されているか確認します。


	
「変更」をクリックします。「コンピューター名」の場合はホスト名、「フル コンピューター名」ではホスト名とドメイン名が表示されている必要があります。前述の例では、ホスト名はsalesでドメイン名はus.example.comとなります。


	
「詳細」をクリックします。「このコンピュータのプライマリ DNS サフィックス」に、たとえばus.example.comのようなドメイン名が表示されているはずです。












2.3.4.3 Windows VistaおよびWindows Server 2008へのループバック・アダプタのインストール

Windows VistaおよびWindows Server 2008にループバック・アダプタをインストールする手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」を開きます。


	
「ハードウェアの追加」をダブルクリックして、ハードウェアの追加ウィザードを起動します。


	
「ようこそ」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます」ウィンドウで、「一覧から選択したハードウェアをインストールする」を選択して「次へ」をクリックします。


	
「次の一覧からインストールするハードウェアの種類を選択してください」ウィンドウで、「ネットワーク アダプタ」を選択して「次へ」をクリックします。


	
「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の項目を選択します。

	
製造元: Microsoftを選択。


	
ネットワーク アダプタ: Microsoft Loopback Adapterを選択。





	
「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアをインストールする準備ができました」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアの追加ウィザードの完了」ウィンドウで、「完了」をクリックします。


	
前項の手順12に進みます。残りの手順は、Windows Vistaの場合と同じです。









2.3.4.4 Windows 7およびWindows Server 2008 R2へのループバック・アダプタのインストール

Windows 7およびWindows Server 2008 R2にループバック・アダプタをインストールする手順は、次のとおりです。

	
「スタート」をクリックして、検索ボックスにhdwwizと入力します。


	
hdwwizをクリックして、「ハードウェアの追加」ウィザードを起動します。


	
前項の手順3に進みます。残りの手順は、Windows XPの場合と同じです。









2.3.4.5 Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2でのMicrosoft KM-TEST Loopback Adapterのインストール

Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012またはWindows Server 2012 R2でループバック・アダプタをインストールする手順は、次のとおりです。

	
「Windows VistaおよびWindows Server 2008へのループバック・アダプタのインストール」の項の手順1-5を実行します。


	
「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の項目を選択します。

	
製造元: Microsoftを選択。


	
ネットワーク アダプタ: 「Microsoft KM-TEST Loopback Adapter」を選択。

以降の手順は、Windows Server 2008の場合と同じです。












2.3.4.6 ループバック・アダプタの削除

ループバック・アダプタを削除する手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」の「システム」を表示します。


	
「ハードウェア」タブで、「デバイス マネージャー」をクリックします。このタブは、Windows VistaおよびWindows Server 2008にはありません。かわりに「デバイス マネージャー」をクリックしてください。


	
「デバイス マネージャー」ウィンドウで、「ネットワーク アダプタ」を展開表示します。「Microsoft Loopback Adapter」が表示されます。


	
「Microsoft Loopback Adapter」を右クリックして、「アンインストール」を選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
コンピュータを再起動します。


	
他のWindowsオペレーティング・システムへのループバック・アダプタのインストール時にlocalhost行の後に追加された行を、DRIVE_LETTER:\WINDOWS\system32\drivers\etc\hostsファイルから削除します。













2.4 Oracle Database Clientのハードウェアおよびソフトウェアの動作保証

このマニュアルに記載されているプラットフォーム固有のハードウェア要件とソフトウェア要件は、このマニュアルの発行時点での最新情報です。ただし、このマニュアルの発行後にプラットフォームおよびオペレーティング・システム・ソフトウェアの新バージョンの動作が保証されている場合があるため、動作保証済ハードウェア・プラットフォームとオペレーティング・システム・バージョンの最新リストは、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトの動作保証マトリクスを確認してください。このWebサイトでは、互換性のあるクライアントおよびデータベースのバージョン、不具合の回避策情報も提供しています。My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトは、次のURLで参照できます。

https://support.oracle.com/

My Oracle Supportを使用するには、オンライン登録する必要があります。ログイン後、メニュー・オプションから「動作保証」タブを選択します。「動作保証」ページで、「動作保証検索」オプションを使用して、製品、リリースおよびプラットフォーム別で検索します。製品デリバリやライフタイム・サポートなどの、「動作保証クイック・リンク」のオプションを使用して検索することもできます。

次の項では、動作保証情報を示しています。

	
リモート・デスクトップ・サービス


	
Microsoftトランザクション・サーバー用のOracleサービス


	
SQL Developer用のサード・パーティ・データベースの動作保証


	
64ビット・プラットフォーム用の独立した32ビット・クライアント・ソフトウェア


	
Webブラウザのサポート






2.4.1 リモート・デスクトップ・サービス

Windowsでは、リモート・デスクトップ・サービス(以前のターミナル・サービス)によるOracle Database Clientのインストール、構成、実行がサポートされています。Oracle Databaseをインストールする場合、あらゆる構成ツールをサーバーのTerminal Serverコンソール・セッションから(mstsc/consoleを使用して)開始することをお薦めします。

プラットフォーム固有のサポート情報は、次のとおりです。

	
Windowsクライアント・オペレーティング・システム: 単一ユーザー・モードでは、リモート・デスクトップのみを使用できます。


	
Windowsサーバー・オペレーティング・システム: 複数のリモート・デスクトップ・セッションが可能です。







	
関連項目:

	
リモート・デスクトップ・サービスの詳細は、次のURLのMicrosoftのホームページを参照してください。

http://www.microsoft.com/


	
最新のターミナル・サービスおよびリモート・デスクトップの動作保証情報は、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトを参照してください。

https://support.oracle.com/

















2.4.2 Microsoftトランザクション・サーバー用のOracleサービス

Windows Vistaで実行するMicrosoftトランザクション・サーバー用のOracleサービスは、最低Service Pack 1以上が必要です。






2.4.3 SQL Developer用のサード・パーティ・データベースの動作保証

Oracle SQL Developerを使用して、複数のOracle以外のデータベースのメタデータおよびデータを表示できます。詳細は、『Oracle SQL Developerインストレーション・ガイド』のSQL Developerに対するデータベースの動作保証(Oracleおよびサード・パーティ)に関する項を参照してください。






2.4.4 64ビット・プラットフォーム用の独立した32ビット・クライアント・ソフトウェア

Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降では、64ビット・クライアント・ソフトウェアに32ビット・クライアント・バイナリは含まれません。64ビット・プラットフォーム上で32ビット・クライアント・バイナリが必要な場合は、それぞれの32ビット・クライアント・ソフトウェアから、32ビット・バイナリをインストールできます。

32ビット・クライアントのバイナリを64ビット・プラットフォームにインストールする際、インストーラにより既存の32ビット・ソフトウェアの確認が行われます。




	
関連項目:

	
「Oracle Database Clientの全般的なソフトウェア要件(Windows 32-bit)」


	
32ビットと64ビットのOracle Database Clientソフトウェアの両方を同じシステムにインストールする場合は、My Oracle Supportで次のノート1243374.1および781432.1を参照してください。

	
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1243374.1


	
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=781432.1




















2.4.5 Webブラウザのサポート

Oracle Databaseのインストールには、Webブラウザは不要です。ただし、ドキュメントにアクセスしたり、Oracle Enterprise Manager Database ControlおよびOracle Application Expressを使用するには、Webブラウザが必要です。WebブラウザがJavaScriptおよびHTML 4.0標準とCSS 1.0標準をサポートしている必要があります。

Oracle Enterprise Managerでは次のブラウザをサポートしています。

	
Netscape Navigator 8.1


	
Netscape Navigator 9.0


	
Microsoft Internet Explorer 10.0 (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.3以上をサポート)


	
Microsoft Internet Explorer 9.0


	
Microsoft Internet Explorer 8.0


	
Microsoft Internet Explorer 7.0 SP1


	
Microsoft Internet Explorer 6.0 SP2


	
Firefox 21.0 (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.4をサポート)


	
Firefox 17.0.6 ESR (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.4をサポート)


	
Firefox 3.6


	
Firefox 3.5


	
Firefox 3.0.7


	
Firefox 2.0


	
Safari 4.0.x


	
Safari 3.2


	
Safari 3.1


	
Google Chrome 27.0 (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.4をサポート)


	
Google Chrome 4.0


	
Google Chrome 3.0







	
関連項目:

Oracle Application Expressでサポートされるブラウザの一覧については、『Oracle Application Expressインストレーション・ガイド』を参照してください。




















3 Oracle Database Clientのインストール

Oracle Database Clientをインストールするための32ビット・メディアは、サポートされているすべてのオペレーティング・システムで使用できます。Oracle Database Clientをインストールするための64ビット・メディアは、サポートされているすべての64ビットx64オペレーティング・システムで使用できます。このマニュアルは、Windows(32-bit)およびWindows x64の両方に対するものです。この章の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Database Clientをインストールする前の考慮事項


	
インストール・ソフトウェアへのアクセス


	
Oracle Database Clientソフトウェアのインストール






3.1 Oracle Database Clientをインストールする前の考慮事項

Oracle Database Clientソフトウェアは、Oracle Technology Network(OTN)のWebサイトで入手可能です。ほとんどの場合、ソフトウェアのインストールには、Oracle Universal Installerのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)を使用します。ただし、Oracle Universal InstallerでGUIを使用せずに、レスポンス・ファイルを使用したサイレント・モードのインストールを実行することも可能です。

第1章「Oracle Database Clientのインストールの概要」の情報を確認し、インストールを開始する前に第2章「Oracle Database Clientのインストール前の要件」に示した作業を完了します。

さらに、次の問題を検討します。

	
Windows Vista以上へのインストールの考慮事項


	
サイレントまたはレスポンス・ファイル・モードでのOracle Database Clientのインストール


	
Oracleベース・ディレクトリの作成


	
複数のOracleホームへのOracle Database Clientのインストール


	
既存のOracleソフトウェアがインストールされているシステムへのOracle Database Clientのインストール


	
最新バージョンでの既存ソフトウェアの更新






3.1.1 Windows Vista以上へのインストールの考慮事項

Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2の場合、管理者権限でコマンド・プロンプトを開く必要があります。




	
関連項目:

「ユーザー・アカウント制御を使用したユーザー・アカウントの管理」












3.1.2 サイレントまたはレスポンス・ファイル・モードでのOracle Database Clientのインストール

複数のOracle Database Clientインストールを実行する必要がある場合、レスポンス・ファイルを使用したサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用します。これらのモードでは、各コンピュータで、レスポンス・ファイルを使用してコマンドラインからOracle Universal Installerを実行します。レスポンス・ファイルは、Oracle Universal InstallerのGUIダイアログ・ボックスに通常入力する設定内容が含まれているテキスト・ファイルです。この方法により、各コンピュータに類似の設定を使用して、複数のインストールを簡単に実行できます。




	
関連項目:

サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでのインストールの実行手順は、付録B「レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Clientのインストール」を参照してください。












3.1.3 Oracleベース・ディレクトリの作成

Oracle Database Clientを他のOracleソフトウェアがインストールされていないコンピュータにインストールする場合、Oracle Universal InstallerによりOracleベース・ディレクトリが作成されます。Oracleソフトウェアがすでにインストールされている場合は、1つ以上のOracleベース・ディレクトリがすでに存在します。後者の場合、Oracle Universal InstallerでOracle Database ClientをインストールできるOracleベース・ディレクトリを選択できます。

インストール前にOracleベース・ディレクトリを作成する必要はありませんが、必要ならば作成することもできます。




	
注意:

システムに他のOracleベース・ディレクトリが存在する場合でも、新しいOracleベース・ディレクトリを作成するように選択できます。












3.1.4 複数のOracleホームへのOracle Database Clientのインストール

すべてのOracleコンポーネントは、同一コンピュータの複数のOracleホームにインストールできます。ただし、一部のコンポーネントでは、一度にサポートできるアクティブ・インスタンスは1つのみです。つまり、現行(最新)のインストールによって以前のものが非アクティブになります。このようなコンポーネントは次のとおりです。

	
Oracle Administration Assistant for Windows


	
Oracle Counters for Windows Performance Monitor


	
Oracle Objects for OLE(Windows 32ビット)


	
Oracle Provider for OLE DB







	
注意:

Oracle Objects for OLEは、Windows x64ではサポートされていません。












3.1.5 既存のOracleソフトウェアがインストールされているシステムへのOracle Database Clientのインストール

Oracle Database Clientは、Oracle Databaseと同じリリース・レベルであれば、同じOracle Databaseホームにインストールできます。たとえば、Oracle Database Client 10gリリース2(10.2)を、既存のOracle Database 10gリリース2(10.2)ホームにインストールできます。クライアントのインストール前にパッチ・セットを適用した場合は、再度パッチ・セットを適用する必要があります。コンピュータに他のOracleソフトウェアがインストールされているかどうかに関係なく、Oracle Universal Installerにより、Oracleホーム・ディレクトリを作成するように要求されます。Oracle Database Clientのあるリリースの製品を別のリリースのOracleホーム・ディレクトリにはインストールできません。たとえば、Oracle Database 11gリリース1(11.1)のソフトウェアを、既存のOracle9iのOracleホーム・ディレクトリにインストールすることはできません。

このリリースは、別のOracleホーム・ディレクトリにインストールするかぎり、同じシステムに複数回インストールできます。






3.1.6 最新バージョンでの既存ソフトウェアの更新

インプレース・アップグレード機能では、新しいクライアント・ソフトウェアを同じインストール・タイプの既存クライアント・ホームにインストールして、既存クライアント・インストールを最新リリースにアップグレードします。たとえば、リリース11.2.0.1がインストールされている場合、Oracle Universal Installerを使用してリリース11.2.0.2にアップグレードします。

このオプションを選択する前に、次の事項を考慮します。

	
このアップグレードは、クライアント・ホームでのみ可能です。データベース・インストールなど、クライアント以外のインストールが含まれる他のOracleホームでは実行できません。


	
このアップグレードでは、一般に他のユーザーによって更新されるクライアント・ホームのファイルは削除されません。たとえば、構成データ・ファイルは削除されません。


	
Oracle Database Clientホームに関連するプロセスが実行中の場合、このアップグレードは実行できません。




この機能は、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以上で使用できます。




	
関連項目:

「Oracle Database Clientのインプレース・アップグレードの実行」














3.2 インストール・ソフトウェアへのアクセス

Oracle Database Clientソフトウェアはインストール・メディアで提供されますが、Oracle Technology Network (OTN)のWebサイトまたはOracle Software Delivery CloudのWebサイトからもダウンロードできます。ソフトウェアをハードディスクからインストールするには、ソフトウェアをダウンロードして解凍するか、インストール・メディアがある場合はそこからソフトウェアをコピーする必要があります。

Oracle Database Clientへのアクセスおよびインストールは、次のいずれかの方法で実行できます。

	
リモートDVDドライブからのインストール


	
リモート・アクセス・ソフトウェアを介したリモート・コンピュータへのインストール


	
Oracleソフトウェアのダウンロード


	
ハードディスクへのOracle Database Clientソフトウェアのコピー






3.2.1 リモートDVDドライブからのインストール

Oracle Database ClientをインストールするコンピュータにDVDドライブがない場合、リモートのDVDドライブからインストールを実行できます。次の手順を実行する必要があります。

	
手順1: リモート・コンピュータでのDVDドライブの共有


	
手順2: ローカル・コンピュータでのDVDドライブのマッピング






3.2.1.1 手順1: リモート・コンピュータでのDVDドライブの共有

使用するDVDドライブで、共有アクセスを可能にする必要があります。これを設定するには、DVDドライブがあるリモート・コンピュータで次の手順を実行します。

	
管理者ユーザーとしてリモート・コンピュータにログインします。


	
Windowsエクスプローラを起動します。


	
DVDドライブの文字を右クリックして、「共有」(または「共有とセキュリティ」)を選択します。


	
「共有」タブをクリックして、次の手順を実行します。

	
「このフォルダを共有する」を選択します。


	
「共有名」で、dvdなどの共有名を指定します。この名前は、次の項の手順dで、ローカル・コンピュータでDVDドライブをマッピングする際に使用します。


	
「アクセス許可」をクリックします。Oracle Databaseをインストールするためにドライブにアクセスするユーザーには、少なくとも「読み取り」アクセス許可が必要です。


	
終了したら「OK」をクリックします。





	
Oracle Database 11gリリース2(11.2)というラベルのDVDをDVDドライブに挿入します。









3.2.1.2 手順2: ローカル・コンピュータでのDVDドライブのマッピング

リモートのDVDドライブをマッピングし、マッピングされたドライプからOracle Universal Installerを実行するには、次の手順をローカル・コンピュータで実行します。

	
リモートのDVDドライブをマッピングします。

	
ローカル・コンピュータでWindowsエクスプローラを起動します。


	
「ツール」メニューから「ネットワーク ドライブの割り当て」を選択し、「ネットワーク ドライブの割り当て」ダイアログを表示します。


	
リモートDVDドライブに使用するドライブ文字を選択します。


	
「フォルダ」で、次の形式を使用して、リモートDVDドライブの場所を入力します。


\\remote_hostname\share_name


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
remote_hostnameは、DVDドライブのあるリモート・コンピュータの名前です。


	
share_nameは、前述の手順の手順4で入力した共有名です。たとえば、次のようになります。


\\computer2\dvd





	
別のユーザーとしてリモート・コンピュータに接続する必要がある場合は、「異なるユーザー名」をクリックして、ユーザー名を入力します。


	
「完了」をクリックします。





	
マッピングされたDVDドライブからOracle Universal Installerを実行します。


	
「Oracle Database Clientソフトウェアのインストール」に進んでください。











3.2.2 リモート・アクセス・ソフトウェアを介したリモート・コンピュータへのインストール

リモート・コンピュータにOracle Database Clientをインストールし実行しようとしている(つまり、リモート・コンピュータにハード・ドライブがあり、リモート・コンピュータでOracle Database Clientコンポーネントを実行する)が、そのコンピュータに物理的にアクセスできない場合、リモート・コンピュータでVNCやSymantec pcAnywhereなどのリモート・アクセス・ソフトウェアを実行していれば、インストールを実行できます。ローカル・コンピュータでもリモート・アクセス・ソフトウェアを実行する必要があります。

次の2通りの方法のいずれかによって、リモート・コンピュータにOracle Database Clientをインストールできます。

	
Oracle Database ClientのDVDのコンテンツをハード・ドライブにコピーした場合、ハード・ドライブからインストールできます。


	
DVDをローカル・コンピュータのドライブに挿入し、DVDからインストールできます。





3.2.2.1 ハード・ドライブからのリモート・コンピュータへのインストール

Oracle Database ClientのDVDのコンテンツをハード・ドライブにコピーした場合、ハード・ドライブからインストールできます。

完了する必要のある手順は、次のとおりです。

	
リモート・アクセス・ソフトウェアがインストールされ、リモート・コンピュータとローカル・コンピュータで稼働していることを確認します。


	
Oracle Database ClientのDVDの内容が含まれているハード・ドライブを共有します。


	
リモート・コンピュータで、ドライブ文字を共有ハード・ドライブにマッピングします。リモート・コンピュータでこれを実行するには、リモート・アクセス・ソフトウェアを使用します。


	
リモート・アクセス・ソフトウェアを介して、リモート・コンピュータでOracle Universal Installerを実行します。共有ハード・ドライブからOracle Universal Installerにアクセスします。


	
「Oracle Database Clientソフトウェアのインストール」に進んでください。








3.2.2.2 リモートDVDドライブからのリモート・コンピュータへのインストール

DVDをローカル・コンピュータのドライブに挿入し、DVDからインストールできます。

完了する必要のある手順は、次のとおりです。

	
リモート・アクセス・ソフトウェアがインストールされ、リモート・コンピュータとローカル・コンピュータで稼働していることを確認します。


	
ローカル・コンピュータで、DVDドライブを共有します。

リモート・コンピュータで、ドライブ文字を共有DVDドライブにマッピングします。リモート・コンピュータでこれを実行するには、リモート・アクセス・ソフトウェアを使用します。

これらの手順は、「リモートDVDドライブからのインストール」で説明されています。


	
リモート・アクセス・ソフトウェアを介して、リモート・コンピュータでOracle Universal Installerを実行します。共有DVDドライブからOracle Universal Installerにアクセスします。


	
3.3項「Oracle Database Clientソフトウェアのインストール」に進んでください。











3.2.3 Oracleソフトウェアのダウンロード

試用版のインストール・ファイルをOracle Technology Network (OTN)またはOracle Software Delivery CloudのWebサイトからダウンロードして、ハードディスクに解凍できます。必ずライセンス規約をすべて確認し、理解してください。ほとんどのダウンロードには、開発ライセンスが含まれています。この項の内容は、次のとおりです。

	
OTNからのインストール用アーカイブ・ファイルのダウンロード


	
Oracle Software Delivery Cloudからのソフトウェアのダウンロード


	
インストール・ファイルの解凍






3.2.3.1 OTNからのインストール用アーカイブ・ファイルのダウンロード

Oracle Technology Networkからインストール用アーカイブ・ファイルをダウンロードする手順は、次のとおりです。

	
ブラウザを使用して、次のURLにあるOracle Technology Networkのソフトウェア・ダウンロード・ページにアクセスします。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/downloads/index.html


	
インストールする製品のダウンロード・ページにナビゲートします。


	
ダウンロード・ページで、各必須ファイルのサイズを合計して必要なディスク領域を確認します。

ファイル・サイズは、ファイル名の隣に表示されます。


	
アーカイブ・ファイルの格納および展開用に、十分な空き領域のあるファイル・システムを選択します。

ほとんどの場合、使用可能なディスク領域としては、全アーカイブ・ファイルの2倍以上のサイズが必要です。


	
手順4で選択したファイル・システム上で、インストール・ディレクトリを保持するための親ディレクトリ(OraDBClient11gなど)を製品ごとに作成します。


	
すべてのインストール用アーカイブ・ファイルを、手順5で作成したディレクトリにダウンロードします。


	
ダウンロードしたファイルのサイズが、Oracle Technology Network上の対応するファイルと一致することを確認します。また、チェックサムがOracle Technology Networkに記載されているものと同じであることを確認してください。


	
作成した各ディレクトリでファイルを解凍します。


	
必須インストール・ファイルを解凍した後、「Oracle Database Clientソフトウェアのインストール」を参照してください。









3.2.3.2 Oracle Software Delivery Cloudからのソフトウェアのダウンロード

Oracle Software Delivery Cloudからソフトウェアをメディア・パックとしてダウンロードできます。メディア・パックは電子版のソフトウェアで、Oracleのお客様はCD-ROMまたはDVDでも入手可能です。メディア・パックをダウンロードする手順は、次のとおりです。

	
ブラウザを使用して、次のURLにあるOracle Software Delivery CloudのWebサイトにアクセスします。

http://edelivery.oracle.com/


	
オンライン・フォームに情報(名前、会社、電子メール・アドレス、国)を入力して、「輸出確認」手続きを行います。


	
メディア・パックの検索ページで、ダウンロードするメディア・パックを特定するための製品パックとプラットフォームを指定します。製品パックの名前がわからない場合は、ライセンス・リストを使用して検索できます。


	
オプションで、ダウンロードする関連製品を「結果」リストから選択します。


	
検索結果ページで「Readme」をクリックし、ダウンロード手順と製品情報が記載されたReadmeファイルをダウンロードして確認します。


	
Readmeを確認したら、検索結果から適切なメディア・パックを選択し、個別のzipファイルをダウンロードします。このページに記載されたダウンロードの注意事項に従います。必要なzipファイルのコンテンツをダウンロードして解凍した後、ソフトウェアのインストールを開始します。




	
注意:

ダウンロード可能なファイルのリストが記載されたページを印刷しておいてください。このページには、インストール中に参照する必要がある部品番号と説明のリストが記載されています。








	
ファイルをダウンロードした後、「ダイジェストの表示」をクリックして、MD5またはSHA-1チェックサムが、メディア・ダウンロード・ページに示されている内容と一致することを検証します。







	
関連項目:

	
ソフトウェア・ダウンロードの整合性を検証する方法の詳細は、次のMy Oracle Supportノート549617.1を参照してください。


https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=549617.1


	
メディア・パックの詳細は、Oracle Software Delivery Cloud Webサイトのよくある質問セクションを参照してください。

















3.2.3.3 インストール・ファイルの解凍

インストール用アーカイブ・ファイルを解凍する手順は、次のとおりです。

	
必要に応じて、ダウンロードしたインストール用アーカイブ・ファイルが格納されているディレクトリに変更します。


	
Oracle Databaseソフトウェアは、zipファイルとして使用できます。必ず、zipファイルを同じディレクトリに抽出します。

必須インストール・ファイルをすべて解凍した後、「Oracle Database Clientソフトウェアのインストール」を参照してください。











3.2.4 ハードディスクへのOracle Database Clientソフトウェアのコピー

メディアの内容をハードディスクにコピーする手順は、次のとおりです。

	
ハード・ドライブにインストール・ファイルのディレクトリを作成します。次に例を示します。


d:\install\client


	
インストール・メディアの内容を作成したディレクトリにコピーします。




必須インストール・ファイルをコピーしたら、「Oracle Database Clientソフトウェアのインストール」を参照してください。








3.3 Oracle Database Clientソフトウェアのインストール

この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Database Clientのインストールのガイドライン


	
Oracle Database Clientのインストールの手順


	
Oracle Database Clientのインプレース・アップグレードの実行






3.3.1 Oracle Database Clientのインストールのガイドライン

ほとんどの場合、Oracle Database Clientのインストールには、Oracle Universal Installerのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)を使用します。ただし、Oracle Universal InstallerでGUIを使用せずに、レスポンス・ファイルを使用したサイレント・インストールを実行することも可能です。この方法は、複数のOracle Database Clientインストールを実行する必要がある場合に特に役立ちます。

Oracle Database Clientをインストールするときは、次のガイドラインに従います。




	
関連項目:

サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードのインストールの詳細は、付録B「レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Clientのインストール」を参照してください。







	
このリリースのコンポーネントをインストールする際に、Oracle製品の旧リリースのOracle Universal Installerを使用しないでください。


	
サポートされているすべてのWindowsプラットフォームでは、Oracle Database Clientのインストールに同じインストール・メディアを使用します。


	
Oracle Database ClientがすでにインストールされているOracleホーム・ディレクトリにOracleソフトウェアを再インストールする場合は、再インストールを開始する前にインストールされていたコンポーネントをすべて再インストールする必要があります。


	
Oracleサポート・サービスによって提供されたパッチを使用しないかぎり、Java Runtime Environment(JRE)を変更しないでください。Oracle Universal Installerにより、オラクル社が提供するバージョンのJREが自動的にインストールされます。Oracle Universal Installerおよび複数のOracleアシスタントを実行するには、このバージョンが必要です。


	
インストール中にエラーが発生した場合は、「ヘルプ」をクリックするか付録D「Oracle Database Clientインストールのトラフルシューティング」を参照してください。


	
デフォルトでは、「カスタム」インストールの場合、次の製品はインストールされません。

	
Oracle Connection Manager


	
Oracle Net Listener


	
Oracle Scheduler Agent


	
Microsoftトランザクション・サーバー用のOracleサービス


	
Oracle Counters for Windows Performance Monitor












3.3.2 Oracle Database Clientのインストールの手順

Oracle Universal Installerを使用してOracle Database Clientソフトウェアをインストールします。

Oracle Database Clientをインストールするには、次の手順を実行します。

	
管理者グループのメンバーとして、Oracleコンポーネントをインストールするコンピュータにログオンします。

プライマリ・ドメイン・コントローラ(PDC)またはバックアップ・ドメイン・コントローラ(BDC)にインストールする場合は、ドメイン管理者グループのメンバーとしてログインします。


	
Oracle Database Clientインストール・メディアを挿入して、clientディレクトリに移動します。あるいは、インストール・ファイルをダウンロードまたはコピーしたディレクトリに移動します。

サポートされているすべてのWindowsプラットフォームでは、Oracle Databaseのインストールに同じインストール・メディアを使用します。


	
setup.exeをダブルクリックし、Oracle Universal Installerを起動します。

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以降では、保護されたデータ・センターでインストールを実行する場合、更新ダウンロード・モードでインターネットにアクセスするシステムでOracle Universal Installerを起動すると、インストールを開始する前に更新をダウンロードできます。Oracle Universal Installerで更新のダウンロードを開始するには、次のコマンドを入力します。


./setup.exe -downloadUpdates


My Oracle Support資格証明の入力画面で、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力し、必要に応じてプロキシ設定を入力します。ダウンロード先を入力し、ソフトウェア更新のダウンロード画面の「ダウンロード」をクリックします。更新を使用できる場合は、指定した場所にダウンロードされます。更新終了画面に更新のダウンロードが終了したことが表示されます。「閉じる」をクリックします。

更新をダウンロードした後、インストールを実行するサーバー上のディレクトリに更新ファイルを移動します。




	
関連項目:

	
レスポンス・ファイルの形式の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
「ソフトウェアの更新オプション」













	
システムに既存のOracle Database Client 11gリリース2(11.2)がインストールされている場合、インストール・モードの選択画面が表示されます。Oracle Database Clientソフトウェアを新しい場所にインストールするには、「新規インストール」を選択します。

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以降では、前のリリースのOracle Database Clientをアップグレードする場合は、「アップグレード」を選択して、「既存のOracle Database Clientのアップグレードの実行」の手順に従います。


	
「インストール・タイプの選択」画面で、目的のインストール・タイプ(「InstantClient」、「管理者」、「ランタイム」または「カスタム」)を選択し、「次へ」をクリックします。


	
Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以降では、ソフトウェアの更新機能を使用して、最新の更新を動的にダウンロードして適用できます。ソフトウェアの更新のダウンロード画面で次のいずれかのオプションを選択し、「次へ」をクリックします。

	
最新のソフトウェア更新をダウンロードして適用するには、My Oracle Support資格証明を使用してダウンロード。

プロキシ設定をクリックして、Oracle Universal Installerがインターネットへの接続に使用するプロキシを構成します。サイトのプロキシ・サーバーの情報、およびサーバーを接続するローカル・エリア・ネットワークにアクセスするユーザー・アカウントを入力します。Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)以降、プロキシ・レルム情報を入力できます。プロキシ・レルム情報では大/小文字が区別されます。プロキシ・レルムがない場合、「プロキシ・ユーザー名」、「プロキシ・パスワード」および「プロキシ・レルム」の各フィールドにエントリを入力する必要はありません。

「接続のテスト」をクリックして、プロキシの設定が正しく入力されてインストーラで更新をダウンロードできるかどうかを確認します。


	
以前にダウンロードしたソフトウェア更新を適用するには、以前にダウンロードしたソフトウェア更新を使用。


	
更新を適用しない場合は、ソフトウェアの更新のスキップ。




	
関連項目:

「ソフトウェアの更新オプション」











	
ソフトウェア更新のダウンロードを選択するか、以前にダウンロードしたソフトウェアの場所を入力した場合、ソフトウェア更新の適用画面が表示されます。前の画面でMy Oracle Support資格証明を使用してダウンロードを選択した場合は、すべての更新のダウンロードおよび適用を選択し、「次へ」をクリックします。以前にダウンロードしたソフトウェア更新を使用を選択した場合は、すべての更新の適用を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「製品言語の選択」では、製品の実行に使用する言語を選択できます。

製品の言語を、「使用可能な言語」リストから選択して、「選択された言語」リストに移します。「次へ」をクリックします。

手順5で「InstantClient」をインストール・タイプとして選択した場合、この画面は表示されません。


	
「インストール場所の指定」画面で、次の詳細情報を入力します。

Oracleベース: このパスはデフォルトで表示されます。このパスは要件に応じて変更できます。

手順5で「InstantClient」をインストール・タイプとして選択した場合、「Oracleベース」セクションは表示されません。

「ソフトウェアの場所」セクションで、デフォルト値のままにするか、OracleコンポーネントをインストールするOracleホームのディレクトリ・パスを入力します。ディレクトリ・パスにはスペースを入れないようにしてください。「次へ」をクリックします。


	
手順5で「カスタム」をインストール・タイプとして選択した場合は、「使用可能な製品コンポーネント」画面が表示されます。インストールする製品を選択し、「次へ」をクリックします。




	
注意:

Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降では、カスタム・インストール・オプションを使用して、Oracle Connection Manager、Oracle Net ListenerおよびOracle Scheduler Agentをインストールできます。








	
手順10で、インストールするコンポーネントの一部としてOracle Scheduler Agentを選択した場合は、「Oracle Database Scheduler Agent」画面が表示されます。デフォルトでScheduler Agentホスト名とScheduler Agentのポート番号が表示されます。「次へ」をクリックします。


	
「前提条件チェックの実行」画面で、コンピュータが、目的の製品をインストールするための最低システム要件を満たしているかどうかを確認します。「次へ」をクリックします。




	
注意:

「すべて無視」オプションを選択する場合は注意が必要です。このオプションを選択すると、Oracle Universal Installerでは、Oracle Databaseをシステムに正常にインストールできるかどうかの確認が行われません。








	
「サマリー」画面に表示された情報を確認して、「インストール」をクリックします。




	
注意:

Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降では、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックすると、すべてのインストール手順をレスポンス・ファイルに保存できます。このファイルは、後でサイレント・インストールに使用できます。








	
「製品のインストール」画面に、クライアント・インストールの進捗状況が表示されます。Oracle Database Clientがインストールされたら、「OK」をクリックします。


	
カスタム・インストールの実行中に、手順10で、インストールするコンポーネントのリストからOracle Net Listenerを選択した場合、Oracle Net Configuration Assistantの使用に関する項の手順を確認します。


	
「終了」画面で、「閉じる」をクリックしてOracle Universal Installerを終了します。





Oracle Net Configuration Assistantの使用

カスタムのOracle Database Clientのインストール中に、手順10で、インストールするコンポーネントのリストからOracle Net Listenerを選択した場合、Oracle Universal Installerにより、Oracle Database Clientのインストールの一環としてOracle Net Configuration Assistantが自動的に起動されます。次の手順を実行し、Oracle Net Configuration Assistantを使用してリスナーおよびネーミング・メソッドを構成します。

	
「ようこそ」画面で、「次へ」をクリックします。


	
「リスナー構成」画面で、リスナー名を入力するか、デフォルト値を受け入れます。「次へ」をクリックします。


	
「リスナーの構成-プロトコルの選択」画面で、「使用可能なプロトコル」リストから1つ以上のプロトコルを選択し、「選択済プロトコル」リストに移動します。「次へ」をクリックします。


	
「リスナーの構成-TCP/IPプロトコル」画面で、標準ポート番号を選択するか、別のポート番号を入力します。「次へ」をクリックします。


	
追加のリスナーを構成しない場合、「いいえ」を選択して「次へ」をクリックします。


	
リスナーの構成はこれで終わりました。「次へ」をクリックして次に進みます。


	
「ネーミング・メソッドの構成」画面で、「はい」を選択してネーミング・メソッドを構成します。「次へ」をクリックします。


	
「ネーミング・メソッドの構成」画面で、「使用可能なメソッド」リストから目的のネーミング・メソッドを選択し、「次へ」をクリックします。

通常は「ローカル・ネーミング」で十分です。


	
「ネット・サービス名の構成」画面でサービス名を入力し、「次へ」をクリックします。


	
「ネット・サービス名の構成」画面で、アクセスするデータベースのプロトコルを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ネット・サービス名の構成」画面で、Oracleデータベースがインストールされているコンピュータのホスト名を入力します。標準ポート番号を使用するか、別のポート番号を指定して、「次へ」をクリックします。


	
「ネット・サービス名の構成」の「テスト」画面で、「はい」をクリックしてデータベースの接続をテストします。「次へ」をクリックします。

ほとんどの場合、テストが失敗するのは、Oracle Universal Installerからダイアログ・ボックスに提供されるデフォルトのユーザー名とパスワードがターゲット・データベースのユーザー名とパスワードと一致しない場合のみです。「ログインの変更」をクリックし、ユーザー名とパスワードを再入力して「OK」をクリックします。


	
「接続中」画面で、「次へ」をクリックします。


	
「ネット・サービス名」画面で、ネット・サービス名を入力し、「次へ」をクリックします。


	
残りのプロンプトに応答して、構成を完了します。


	
「終了」画面で、「閉じる」をクリックしてOracle Universal Installerを終了します。




スタンドアロン・モードでのインストール後Oracle Net Configuration Assistantを実行して、リスナー、ネーミング・メソッド、ネット・サービス名およびディレクトリ・サーバーの使用を構成することもできます。

Oracle Net Configuration Assistantをスタンドアロン・モードで起動するには、「スタート」メニューから、「プログラム」を選択し、「Oracle - HOME_NAME」を選択します。次に、「コンフィグレーションおよび移行ツール」を選択し、「Oracle Net Configuration Assistant」を選択します。




	
関連項目:

『Oracle Database Net Services管理者ガイド』のOracle Net Configuration Assistantを使用したネットワーク・コンポーネントの構成に関する項












3.3.3 Oracle Database Clientのインプレース・アップグレードの実行

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以降は、次の手順を使用してOracle Database Client 11gリリース2(11.2) のインプレース・アップグレードを実行できるようになりました。




	
注意:

システムにOracle Database Client 11gリリース 2 (11.2.0.1)以上のクライアント・ホームがすでにインストールされている場合のみ、Oracle Database Clientのインプレース・アップグレードを行えます。







	
「Oracle Database Clientのインストールの手順」に示された手順1から3を実行します。


	
システムにOracle Database Client 11gリリース2(11.2.0.1)以上がすでにインストールされている場合のみ、インストール・モードの選択画面が表示されます。「アップグレード」を選択して、既存のOracle Database Clientソフトウェアを最新バージョンにアップグレードします。


	
「インストール場所の指定」画面で、デフォルトのソフトウェアの場所の値を受け入れるか、Oracleコンポーネントのインストール先のOracleホーム・ディレクトリ・パスを入力します。ディレクトリ・パスにはスペースを入れないようにしてください。「次へ」をクリックします。


	
ソフトウェアの更新のダウンロード画面で次のいずれかのオプションを選択し、「次へ」をクリックします。

	
My Oracle Support資格証明を使用してダウンロード


	
事前にダウンロードしたソフトウェア更新を使用


	
ソフトウェアの更新のスキップ




ソフトウェアの更新のダウンロード画面のオプションの詳細は、「Oracle Database Clientのインストールの手順」の手順6を参照してください。


	
ソフトウェア更新の適用画面は、ソフトウェア更新のダウンロードを選択するか、以前にダウンロードしたソフトウェア更新の場所を入力した場合に表示されます。すべての更新のダウンロードおよび適用またはすべての更新の適用のいずれか適切な方を選択し、「次へ」をクリックします。

「ソフトウェア更新の適用」画面のオプションの詳細は、「Oracle Database Clientのインストールの手順」の手順7を参照してください。


	
「製品言語の選択」では、製品の実行に使用する言語を選択できます。

製品の言語を、「使用可能な言語」リストから選択して、「選択された言語」リストに移します。「次へ」をクリックします。


	
「前提条件チェックの実行」画面で、コンピュータが、目的の製品をインストールするための最低システム要件を満たしているかどうかを確認します。「次へ」をクリックします。


	
「サマリー」画面に表示された情報を確認して、「インストール」をクリックします。


	
「製品のインストール」画面に、クライアント・アップグレードの進捗状況が表示されます。


	
「終了」画面で情報を確認し、「閉じる」をクリックしてOracle Universal Installerを終了します。







	
関連項目:

	
「最新バージョンでの既存ソフトウェアの更新」


	
「レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Clientのインプレース・アップグレードの実行」
























 
4 Oracle Database Clientのインストール後の作業

この章では、インストール後の作業について説明します。

	
インストール後の必須作業


	
インストール後の推奨作業


	
製品固有のインストール後の必須作業 - Oracle Net Servicesの構成


	
SQL Developerのインストール後の作業







	
注意:

この章では、基本構成についてのみ説明します。より高度な構成およびチューニングの情報は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』および製品固有の管理およびチューニングのガイドを参照してください。









4.1 インストール後の必須作業

この項の内容は、次のとおりです。

	
パッチのダウンロードとインストール


	
Instant Clientの更新






4.1.1 パッチのダウンロードとインストール

必須のパッチをダウンロードするには、インストールに必要なパッチについてMy Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトを確認してください。これにより、Oracle Database Clientを最新の状態に更新できます。




	
注意:

パッチをダウンロードしてもInstant Clientを更新できません。Instant Clientを更新するには、「Instant Clientの更新」の手順を実行してください。







パッチを検索してダウンロードする手順は次のとおりです。

	
Webブラウザを使用して、My Oracle SupportのWebサイトを表示します。

https://support.oracle.com/


	
My Oracle Supportにログインします。




	
注意:

My Oracle Supportの登録ユーザーでない場合は、「こちらで登録してください」をクリックして登録の手順に従います。








	
My Oracle Supportのメイン・ページで、「パッチと更新版」タブをクリックします。


	
「パッチ検索」グループで、「製品またはファミリ(拡張)」を選択します。


	
「製品」フィールドで、Oracle Databaseを選択します。


	
「リリース」フィールドで、リリース番号を選択します。たとえば、Oracle 11.2.0.3.0です。


	
「検索」をクリックします。


	
「パッチ検索」ページに、使用可能なすべてのパッチの更新が表示されます。


	
パッチ番号を選択して「README」をクリックします。パッチ・セットに関する情報と、インストールへのパッチの適用方法が記載された「README」ページが表示されます。


	
「パッチ検索」ページに戻って「ダウンロード」をクリックし、ファイルをシステムに保存します。


	
Oracle Database 12cに付属の解凍ユーティリティを使用して、My Oracle SupportからダウンロードしたOracleのパッチ更新を解凍します。解凍ユーティリティは、ORACLE_BASE\ORACLE_HOME\binディレクトリにあります。









4.1.2 Instant Clientの更新

Instant Clientを更新する手順は、次のとおりです。

	
Instant ClientをOracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/database/features/instant-client/index-097480.html)からダウンロードします。


	
新しいファイルで旧ファイルを上書きします。

別のディレクトリにファイルを格納(および以前のファイルを削除)する場合は、PATH環境変数の設定を更新して新しい格納場所を反映してください。











4.2 インストール後の推奨作業

インストールの完了後、次の項で説明する作業を実行することをお薦めします。

	
Instant Client Lightの構成


	
Oracle DatabaseへのOracle Database Clientの接続


	
Instant ClientまたはInstant Client LightのOracle Databaseへの接続


	
ユーザー・アカウントの設定


	
Oracle Database 11gリリース2でのOracle9iの言語および定義ファイルの使用


	
Oracle Counters for Windows Performance Monitorの構成






4.2.1 Instant Client Lightの構成

Instant Client Lightを構成するには、これをInstant Clientのかわりにデフォルトにする必要があります。

Instant Client Lightを構成する手順は、次のとおりです。

	
ORACLE_BASE\ORACLE_CLIENT_HOMEディレクトリで、oraociei11.dllファイルの名前を変更するか削除します。

oraociei11.dllファイルは、Instant Client用のメイン・バイナリです。


	
ORACLE_BASE\ORACLE_CLIENT_HOME\install\instantclient\lightディレクトリから、oraociicus11.dllファイルをORACLE_BASE\ORACLE_CLIENT_HOMEディレクトリにコピーします。

oraociicus11.dllファイルは、Instant Client Light用のバイナリです。


	
PATH環境変数がORACLE_BASE\ORACLE_CLIENT_HOMEディレクトリを指していることを確認します。







	
注意:

Instant ClientのPATHが設定されていない場合、アプリケーションでは最初に、通常のInstant Clientライブラリのロードを試行します。これらが見つからなかった場合、アプリケーションは、次にInstant Client Lightライブラリのロードを試行します。












4.2.2 Oracle DatabaseへのOracle Database Clientの接続

Oracle Universal Installerを実行してOracle Database Clientをインストールした後、Net Configuration Assistant(NetCA)を使用して、Oracleデータベースに接続するようにOracle Database Clientを構成する必要があります。インストールの最後に、Oracle Universal Installerからデータベース接続を構成するように要求されます。このオプションを省略した場合、またはデータベース接続を後で変更する必要がある場合、「管理者」、「ランタイム」または「カスタム」インストール・タイプでインストールしたときは、次の手順を実行します。




	
関連項目:

「InstantClient」インストール・タイプをインストールした場合は、「Instant ClientまたはInstant Client LightのOracle Databaseへの接続」を参照してください。







Oracle Database ClientをOracle Databaseに接続する手順は、次のとおりです。

	
「スタート」メニューから、「Oracle - HOME_NAME」→「コンフィグレーションおよび移行ツール」→「Net Configuration Assistant」を選択します。


	
ようこそウィンドウで「ローカル・ネット・サービス名構成」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
ネット・サービス名の構成ウィンドウで「追加」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
サービス名ウィンドウで接続するOracleデータベースの名前を入力し、「次へ」をクリックします。


	
プロトコルの選択ウィンドウで使用するプロトコルを選択し、「次へ」をクリックします。


	
プロトコル・ウィンドウで選択したプロトコルに応じて適切な情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
ネット・テスト・ウィンドウで接続をテストするかどうかを選択し、「次へ」をクリックします。


	
ネット・サービス名ウィンドウでネット・サービスの名前を入力し、「次へ」をクリックします。


	
他のネット・サービス名の構成するための残りの質問に答え、「終了」をクリックして構成を完了します。

Net Configuration Assistantにより、次の場所にtnsnames.oraファイルが作成されます。


ORACLE_HOME\network\admin\tnsnames.ora







	
関連項目:

Oracle Net Configuration Assistantの詳細は、『Oracle Database Net Services管理者ガイド』を参照してください。












4.2.3 Instant ClientまたはInstant Client LightのOracle Databaseへの接続

Instant ClientまたはInstant Client LightをOracleデータベースに接続する前に、Instant Clientライブラリを含むディレクトリがPATH環境変数で指定されていることを確認します。(デフォルトでは、インストール・プロセス中にOracle Universal InstallerによってPATH変数が更新されますが、その後、別のユーザーがこの変数を不用意にリセットする可能性があります)。このディレクトリは、インストール中に指定したOracleホーム・ディレクトリです。

たとえば、通常のInstant Clientの場合は、次のようになります。


C:\app\username\product\11.2.0\client_1


Instant Client Lightの場合は、次のようになります。


C:\app\username\product\11.2.0\client_1\light


PATH環境変数の確認後、次の方法のいずれかを使用して、クライアント・アプリケーションのOracle Database接続情報を指定できます。

	
簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定


	
tnsnames.oraファイルの構成による接続の指定


	
空の接続文字列およびLOCAL変数を使用した接続の指定






4.2.3.1 簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定

Instant Clientのtnsnames設定を構成することなく、クライアント・アプリケーションから直接Oracle Databaseに対する接続アドレスを指定できます。この方法は、tnsnames.oraファイルを作成および管理する必要がないという点で便利です。ただし、アプリケーション・ユーザーは、アプリケーションにログインするときにホスト名およびポート番号を指定する必要があります。

たとえば、クライアント・コンピュータでSQL*Plusを実行しており、ホスト名がshobeen、ポート番号が1521のサーバーにあるsales_usデータベースへ接続するとします。SQL*Plusをコマンドラインから起動した場合、次のようにしてログインできます。


sqlplus system/admin@//shobeen:1521/sales_us


同様に、アプリケーション・コードでOracle Call Interfaceネット・ネーミング・メソッドを使用して、Instant ClientとOracle Databaseの接続を作成できます。たとえば、OCIServerAttach()コール内の次の形式により、接続情報を指定します。

	
次の形式でSQL接続URL文字列を指定します。


//host[:port][/service_name]


次に例を示します。


//shobeen:1521/sales_us


	
あるいは、SQL接続情報をOracle Netキーワード値ペアとして指定できます。次に例を示します。


"(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=shobeen) (PORT=1521))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales_us)))"





	
関連項目:

Oracle Call Interface Instant Clientの使用方法の詳細は、『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』を参照してください。















4.2.3.2 tnsnames.oraファイルの構成による接続の指定

デフォルトでは、Instant Clientをインストールする場合、Oracle Universal Installerには、サンプルのtnsnames.oraファイルも、通常このファイルの作成に使用されるOracle Net Configuration Assistantユーティリティも含まれません。ただし、ユーザーが実際のホスト名およびポート番号を指定する必要をなくす場合は、tnsnames.oraファイルを使用してInstant ClientとOracle Databaseの接続を設定することを検討してください。

別のOracleインストールからこのファイルをコピーして変更することによって、tnsnames.oraファイルを手動で作成するか、またはOracle Net Configuration Assistantを使用して、このファイルを自動的に作成および管理できます。

Oracle Net Configuration Assistantをインストールする手順は、次のとおりです。

	
Oracle Universal Installerを実行します。


	
「カスタム」インストール・タイプを選択します。


	
「使用可能な製品コンポーネント」リストで、Oracle Network Utilitiesを選択し、「次へ」を選択します。


	
「サマリー」画面で「インストール」をクリックしてから、「終了」および「はい」をクリックしてOracle Universal Installerを終了します。




Oracle Net Configuration Assistantをインストールした後、各クライアント・コンピュータに対して「OracleデータベースへのOracle Database Clientの接続」に記載されている手順を実行します。

次に、各クライアント・コンピュータ上で、次のいずれかの設定を構成します。

	
TNS_ADMIN環境変数を設定してtnsnames.oraファイルの場所を指定し、そのファイルからサービス名を指定します。


	
tnsnames.oraファイルをORACLE_HOME\network\adminディレクトリ内に格納し、ORACLE_HOME環境がこのOracleホームに設定されていることを確認します。




	
関連項目:

Oracle Call Interface Instant Clientの接続文字列の詳細は、『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』を参照してください。















4.2.3.3 空の接続文字列およびLOCAL変数を使用した接続の指定

接続文字列を空の接続文字列("")に設定してから、LOCAL環境変数を次のいずれかの値に設定できます。

	
直接アドレス(「簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定」を参照)


	
Oracle Netキーワード値ペア


	
tnsnames.oraエントリ。さらに、TNS_ADMINをtnsnames.oraの場所に設定します。


	
tnsnames.oraエントリ。さらに、次のようにします。

	
tnsnames.oraファイルをORACLE_HOME/network/adminに格納


	
ORACLE_HOME環境変数をこのOracleホームに設定







この方法により、アプリケーションは、アプリケーション・コード自体が空の接続文字列を使用する場合に、接続文字列を内部的に指定できます。空の接続文字列のメリットは、アプリケーション自体がtnsnames.oraエントリを指定する必要がないという点です。かわりに、ユーザーがアプリケーションを起動した場合、データベースの場所は、スクリプトまたは環境、つまりLOCAL環境変数をどこに設定したかによって決定されます。空の文字列を使用するデメリットは、アプリケーションがデータベースに接続するためにこの追加情報を構成する必要があるという点です。








4.2.4 ユーザー・アカウントの設定

追加のユーザー・アカウントの設定については、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』を参照してください。






4.2.5 Oracle Database 11gリリース2でのOracle9iの言語および定義ファイルの使用

Oracle Database 10g以降のリリースでは、一部の言語および地域定義ファイルの内容に変更が加えられています。Oracle Databaseでサポートされる一部の言語および地域のローカルな規則に合わなくなったレガシー定義を訂正するために、これらの更新は必要です。

Oracle Database 11gリリース2のカスタマは、既存のアプリケーション・コードを調べて、Oracle Database 10gで導入され定義された正しい文化的規則が使用されていることを確認する必要があります。アプリケーションのサポートに必要なコード変更ができない可能性のあるカスタマのために、Oracle Databaseはこのリリースで、Oracle9iロケール定義ファイルを提供しています。Oracle DatabaseサーバーがOracle9iファイルを使用するように構成されている場合は、各クライアント・インストールでも同様にこの機能を有効にする必要があります。

この機能を有効にする手順は、次のとおりです。

	
デフォルトでORACLE_HOME\nls\data\oldにあるcr9idata.plスクリプトを実行します。

選択したクライアント・インストール・タイプにこのディレクトリが含まれていない場合、cr9idata.plスクリプトは、デフォルトのOracle Databaseインストール内の同じディレクトリ・パスにあります。


	
ORA_NLS10環境変数が、言語および地域の新規定義ファイルをインストールしたディレクトリ(デフォルトの場所は、ORACLE_HOME\nls\data)を指すように設定します。


	
Oracle Databaseを再起動します。







	
関連項目:

	
b_cr9idata変数を設定して、Oracle Universal Installerで実行できるレスポンス・ファイルの詳細は、付録B「レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Clientのインストール」を参照してください。


	
このリリースのOracle Databaseの影響を受けるグローバリゼーション・サポートの詳細は、付録C「Oracle Databaseグローバリゼーション・サポートの構成」を参照してください。


	
NLS_LANGパラメータ、グローバリゼーション・サポート初期化パラメータ、およびOracle Database 10gで言語および地域定義に加えられた変更の詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

















4.2.6 Oracle Counters for Windows Performance Monitorの構成

Oracle固有のカウンタを表示して使用できるようにするには、その前にORACLE_HOME\binディレクトリにあるoperfcfg.exeを使用して、システム・パスワードを指定する必要があります。

システムのパスワードを設定するには、次のように入力します。


DRIVE_LETTER:\> ORACLE_HOME\bin\operfcfg.exe
Enter user-name: system
Enter password: password
Enter tns-alias: orcl
operfcfg: New registry values have been successfully set.





	
関連項目:

Oracle Counters for Windows Performance Monitorの詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』を参照してください。














4.3 製品固有のインストール後の必須作業 – Oracle Net Servicesの構成

適切なエントリをtnsnames.oraファイルおよびlistener.oraファイルに追加することにより、Oracle Net Servicesと通信するようにOracle Database Clientを構成できます。以前のリリースのOracleソフトウェアがある場合は、Oracle Netのtnsnames.oraおよびlistener.ora構成ファイルの情報を、以前のリリースから新しいリリースの対応するファイルにコピーできます。




	
注意:

tnsnames.oraおよびlistener.oraファイルのデフォルトの場所は、ORACLE_HOME\network\adminディレクトリです。












4.4 SQL Developerのインストール後の作業

この項では、このソフトウェアをインストールした後に実行する必要がある作業について説明します。

	
リリース1.0からのユーザー設定の移行


	
以前のリリースからの情報の移行


	
ユーザー関連情報の場所






4.4.1 リリース1.0からのユーザー設定の移行

SQL Developerのインストール後や拡張機能の追加後にSQL Developerを初めて起動する場合、以前のリリースからユーザー設定を移行するかどうか尋ねられます。(これは、システム上に以前のリリースがあるかどうかにかかわらず行われます。)




	
注意:

ユーザー設定の移行は、SQL Developerリリース1.0からリリース1.1への移行のみサポートされます。1.1のプレリリース・バージョンからリリース1.1への移行はサポートされていません。







これらの設定は、データベース接続、レポート、および「ツール」、「プリファレンス」をクリックして以前のバージョンで設定したSQL Developerのユーザー・プリファレンスを示します。ただし、一部のユーザー・プリファレンスは保存されないため、これらは新しいリリースを使用して再指定する必要があります。

ユーザー設定をSQL Developerリリース1.0から移行する手順は、次のとおりです。

	
Oracle SQL Developerをインストールします。


	
SQL Developerリリース1.1を起動したときに、設定を以前のリリースから移行するかどうか尋ねられた場合、「はい」をクリックします。


	
表示されるダイアログ・ボックスでは、設定のデフォルト・ロケーションは承認しないでください。かわりに、リリース1.0の設定のロケーションのフォルダを指定してください。これは、パスがsqldeveloper\jdev\systemで終わるフォルダである場合があります。




4.4.2項「以前のリリースからの情報の移行」も参照してください。






4.4.2 以前のリリースからの情報の移行

SQL Developerの以前のリリースまたは現行リリースのリリース前のバージョンを使用している場合、使用しているデータベース接続を保持できます。データベース接続を保持するには、既存のデータベース接続をXMLファイルに保存します。この接続を保存するには、「接続ナビゲータ」で「接続」ノードを右クリックし、「接続のエクスポート」を選択します。このガイドで説明するインストールを完了した後、「接続ナビゲータ」で「接続」ノードを右クリックして「接続のインポート」を選択することにより、これらの接続を使用できます。

以前のバージョンのユーザー定義のレポートまたはSQL履歴を使用する場合、これらの格納場所の詳細は、「ユーザー関連情報の場所」を参照してください。リリース1.0のユーザー定義のレポートまたはSQL履歴をリリース1.0と1.1の両方で使用する場合、リリース1.1を使用する前にこれらを保存する必要があります。これは、リリース1.1では、ファイルがリリース1.0とは互換性のない形式に変更されるためです。

現行リリースのリリース前のバージョンのSQL Developerのプリファレンス(「ツール」、「プリファレンス」をクリックして指定)は現在、保存または再使用できません。このため、目的のプリファレンスを再指定する必要があります。






4.4.3 ユーザー関連情報の場所

SQL Developerでは、ユーザー関連情報は複数の場所に保存されます。オペレーティング・システムや環境の仕様に応じて特定の場所に保存されます。ユーザー関連情報には、ユーザー定義のレポート、ユーザー定義抜粋、SQLワークシート履歴、およびSQL Developerのユーザー・プリファレンスがあります。

SQL Developerのユーザー・プリファレンスは、インストール・ディレクトリの下に格納されています。同じSQL Developerリリースの新しいバージョンにアップグレードして、リリース1.0から1.1にアップグレードしない場合に、プリファレンスを保持するには、更新の確認機能(「ヘルプ」、「更新の確認」の順にクリック)を使用して、システムをアップグレードします。

このユーザー関連情報は、場所HOME環境変数(定義されている場合)、または場所SQLDEVELOPER_USER_DIRの中またはその下に格納されます(定義されている場合)。定義されていない場合は、次の表に指定された場所に格納されます。

次の表は、様々なオペレーティング・システムにおける特定タイプのリソースの通常のデフォルトの場所(ディレクトリの下位またはファイル内)を示しています。(.sqldeveloperというディレクトリまたはフォルダの名前のピリオドに注意してください。)


表4-1 ユーザー関連情報のデフォルトの場所

	リソース・タイプ	Windowsシステム
	
ユーザー定義のレポート

	
C:\Documents and Settings\<user-name>\.sqldeveloper\UserReports.xml


	
ユーザー定義の抜粋

	
C:\Documents and Settings\<user-name>\.sqldeveloper\UserReports.xml


	
SQL履歴

	
C:\Documents and Settings\<user-name>\.sqldeveloper\SqlHistory.xml


	
SQLワークシートのアーカイブ・ファイル

	
C:\Documents and Settings\<user-name>\.sqldeveloper\tmp\


	
SQL Developerのユーザー・プリファレンス

	
<sqldeveloper_install>\sqldeveloper\sqldeveloper\system\

~/.sqldeveloper/system/








SQLワークシートのアーカイブ・ファイルには、入力したSQL文が含まれます。これらのファイルは、sqldevから始まり、ランダムな番号を持ちます(sqldev14356.sqlなど)。文を含むSQLワークシートを開いたままSQL Developerを閉じると、これらのファイルを保存するよう求められます。

デフォルト以外の場所SQLDEVELOPER_USER_DIRを指定するには、次のいずれかを実行します。

	
SQLDEVELOPER_USER_DIR環境変数を設定して、別のディレクトリ・パスを指定します。


	
<sqldeveloper_install>\sqldeveloper\sqldeveloper\bin\sqldeveloper.confファイルを編集し、次の行でSQLDEVELOPER_USER_DIRのかわりに目的のディレクトリ・パスを使用します。


SetUserHomeVariable SQLDEVELOPER_USER_DIR




他のユーザーがユーザー固有のSQL Developer情報にアクセスできないようにするには、この情報が格納されているディレクトリか、パス階層内でこのディレクトリの上にあるディレクトリに適切な権限が設定されていることを確認する必要があります。たとえば、sqldeveloperフォルダおよびDocuments and Settingsの下の<user-name>\.sqldeveloperフォルダが共有可能になっていないことを確認します。














5 Oracle Database Clientソフトウェアの削除

この章では、削除ツールを使用して、指定したOracleホームに関連するOracleソフトウェアおよび構成ファイルを完全に削除する方法を説明します。

deinstallで、Oracle Database Clientインストールが削除されます。

内容は次のとおりです。

	
削除ツールについて


	
失敗したインストールで使用する削除ツールのダウンロード


	
削除コマンドの実行例


	
Oracle Database Clientの削除パラメータ・ファイルの例






5.1 削除ツールについて

削除ツール(deinstall)は、インストール・メディアからインストールした後、Oracleホーム・ディレクトリから使用できます。ORACLE_HOME\deinstallにあります。

deinstallコマンドでは、ユーザーが入力した情報およびソフトウェア・ホームから収集した情報を使用してパラメータ・ファイルが作成されます。このファイルのかわりに、以前のdeinstallコマンドで生成されたパラメータ・ファイルを指定するには、–checkonlyオプションを使用するか、レスポンス・ファイル・テンプレートを編集します。




	
注意:

deinstallコマンドを実行すると、構成解除して削除するホーム以外に、中央インベントリに他の登録済ホームが含まれていない場合、削除ツールはOracle Databaseインストール所有者のOracleベース・ディレクトリで次のファイルおよびディレクトリの内容を削除します。
	
admin


	
cfgtoollogs


	
checkpoints


	
diag


	
oradata


	
flash_recovery_area




Optimal Flexible Architecture(OFA)構成を使用してインストールを構成することと、Oracleソフトウェアを排他的に使用するためにOracleベースとOracleホームのパスを予約することをお薦めします。Oracleソフトウェア所有者であるユーザー・アカウントが所有するOracleベース内のこれらの場所に、ユーザー・データがある場合、このデータはdeinstallコマンドによって削除されます。









このコマンドでは、次の構文を使用します。変数はイタリックで示しています。


deinstall.bat -home complete path of Oracle home [-silent] [-checkonly] [-local]
[-paramfile complete path of input parameter property file] [-params name1=value name2=value . . .]
[-o complete path of directory for saving files] [-help]
 


削除ツールは、Oracleソフトウェア・インストール所有者として実行することをお薦めします。削除ツールは、デフォルトでは、インストール所有者としてOracleホームのdeinstallディレクトリから実行します。


%ORACLE_HOME%\deinstall
DRIVE_LETTER:\> deinstall


サーバーに関する情報の入力を求められたら、情報を入力するかデフォルトを受け入れます。

deinstallツールは、Oracleソフトウェアを停止し、オペレーティング・システム上のOracleソフトウェアおよび構成ファイルを削除します。

削除ツールは、別の場所で実行またはパラメータ・ファイルを指定して実行できます。また、ツールを実行するその他のオプションも選択できます。

オプションは次のとおりです。

	
-home

このフラグは、確認または削除するOracleホームのホーム・パスを指定します。削除する予定のOracleホームでdeinstallコマンドを使用してOracleソフトウェアを削除するには、別の場所のパラメータ・ファイルを指定し、-homeフラグは使用しません。

ORACLE_HOME\deinstallパスからdeinstallを実行する場合、ツールが、実行されているホームを認識するので-homeフラグは必要ありません。スタンドアロン・バージョンのツールを使用する場合、-homeは必須です。


	
-silent

このフラグは、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでコマンドを実行する場合に使用します。-silentフラグを使用する場合は、-paramfileフラグを使用して、削除または構成解除するOracleホームの構成値が記述されたパラメータ・ファイルを指定する必要があります。

使用または変更するパラメータ・ファイルは、-checkonlyフラグを指定してdeinstallを実行すると生成できます。deinstallコマンドにより、削除および構成解除するOracleホームの情報が検出されます。生成されたプロパティ・ファイルは、-silentオプションで使用できます。

responseフォルダにあるテンプレート・ファイルdeinstall.rsp.tmplを変更することもできます。


	
-checkonly

このフラグは、Oracleソフトウェア・ホームの構成ステータスをチェックする場合に使用します。-checkonlyフラグを指定してコマンドを実行すると、Oracleの構成は削除されません。-checkonlyフラグにより、deinstallコマンドで使用できるパラメータ・ファイルが生成されます。


	
-local

このフラグは、複数ノード環境でクラスタ内のOracleソフトウェアを削除する場合に使用します。

このフラグを指定してdeinstallを実行すると、ローカル・ノード(deinstallが実行されたノード)上のOracleソフトウェアが構成解除および削除されます。リモード・ノードでは、Oracleソフトウェアは構成解除されますが、削除されません。


	
-paramfile complete path of input parameter property file

このフラグは、デフォルト以外の場所にあるパラメータ・ファイルを指定してdeinstallを実行する場合に使用します。このフラグを使用するときは、パラメータ・ファイルがある完全パスを指定します。

パラメータ・ファイルのデフォルトの場所は、deinstallの場所によって異なります。

	
インストール・メディアまたはステージの場所からの場合: ORACLE_HOME\inventory\response


	
OTNからの解凍済アーカイブ・ファイルからの場合: ziplocation\response


	
インストール済Oracleホームからの場合(インストール後): ORACLE_HOME\deinstall\response





	
-params [name1=value name 2=value name3=value . . .]

このフラグは、作成しておいたパラメータ・ファイルで変更する1つ以上の値を上書きする場合に、パラメータ・ファイルとともに使用します。


	
-o complete path of directory for saving files

このフラグは、プロパティ・ファイルが保存されている、デフォルトの場所以外のパスを指定する場合に使用します。デフォルトの場所は、\response\deinstall.rsp.tmplです。

パラメータ・ファイルのデフォルトの場所は、deinstallの場所によって異なります。

	
インストール・メディアまたはステージの場所からの場合(インストール前): ORACLE_HOME\


	
OTNからの解凍済アーカイブ・ファイルからの場合: \ziplocation\response\


	
インストール済Oracleホームからの場合: ORACLE_HOME/deinstall/response





	
-help

ヘルプ・オプション(-help)を指定すると、オプション・フラグに関する追加情報を取得できます。









5.2 失敗したインストールで使用する削除ツールのダウンロード

削除ツール(deinstall)を使用して失敗した、または不完全なインストールを咲く上する必要がある場合は、Oracle Technology Network(OTN)Webサイトから別途ダウンロードできます。

OTNから削除ツールをダウンロードする手順は、次のとおりです。

	
次のURLに移動します。

http://www.oracle.com/technology/software/products/database/index.html


	
「Oracle Database 11g Release 2」の下で、削除ツールをダウンロードする各プラットフォームの「See All」をクリックします。

削除ツールは、このWebページの最後で、ダウンロードできます。









5.3 Deinstallationコマンドの実行例

deinstall.batコマンドを実行すると、システムから削除するOracleソフトウェアのホーム・ディレクトリを入力するように要求されます。プロンプトに従って追加情報を入力してください。

deinstall.zipファイルからdeinstallツールを実行する場合、-homeフラグを含める必要があり、ヘルプが表示されます。インストール済のORACLE_HOMEからツールを実行する場合、-homeフラグは必要なく、ホーム・アドレスの入力は求められることなく削除が開始されます。

次の例では、deinstall.batコマンドはパスC:\app\oracle\product\11.2.0\client_1\deinstallにあり、ソフトウェア所有者の場所C:\Documents and Settings\oracle\にあるパラメータ・ファイルを使用しています。


DRIVE_LETTER:\> cd \app\oracle\product\11.2.0\client_1\deinstall\
DRIVE_LETTER:\> deinstall -home \app\oracle\product\11.2.0\client_1 -paramfile %HOMEPATH%\myparamfile.tmpl






5.4 Oracle Database Clientの削除パラメータ・ファイルの例

スタンドアロンOracle Databaseに対して、-paramfileオプションを指定して削除コマンドを実行すると、パラメータ・ファイルに指定した値を使用できます。パラメータ・ファイルの例を次に示します。この例では、Oracle Databaseバイナリ所有者はoracle、Oracle Databaseホーム(Oracleホーム)はパスD:\app\oracle\product\11.2.0\client_1にあり、Oracleベース(他のOracleソフトウェアがインストールされる場所)はD:\app\oracleで、Oracleインベントリ・ホームはC:\Program Files\Oracle\Inventoryで、仮想IPアドレス(VIP)は192.0.2.1で、ローカル・ノード(削除セッションを実行元となるノード)はclient1です。


#Copyright (c) 2005, 2006 Oracle Corporation.  All rights reserved.
#Wed Feb 18 02:19:20 PST 2009
ORACLE_BASE=D\:\\app\\oracle
INVENTORY_LOCATION=C\:\\Program Files\\Oracle\\Inventory
CRS_HOME=false
HOME_TYPE=CLIENT
ORA_CRS_HOME=
silent=false
local=false
LOCAL_NODE=client1
LOGDIR=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\client_1\\deinstall\\logs\\
ORACLE_HOME=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\client_1
OLD_ACTIVE_ORACLE_HOME=












A Java Access Bridgeのインストール

この付録では、Oracleコンポーネントでスクリーン・リーダーを使用できるようにするJava Access Bridgeのインストール方法について説明します。

	
Java Access Bridge 2.0.2の概要


	
Java Access Bridge 2.0.2の設定







	
注意:

Java Access Bridgeは、64ビットのデータベース・インストールについてWindows x64ではサポートされていません。









A.1 Java Access Bridge 2.0.2の概要

Java Access Bridge 2.0.2を使用すると、アシスティブ・テクノロジによって、Windowsプラットフォームで実行中のJavaアプリケーションを読み上げることができます。アシスティブ・テクノロジでは、Oracle Universal Installer、Oracle Enterprise Manager Database ControlなどのJavaベースのインタフェースを読み取ることができます。

Java Access Bridge 2.0.2は、Windows Server 2008 (32ビット)、Windows Server 2008 x64、Windows Server 2008 R2 x64、Windows 7 (32ビット)、Windows 7 x64、Windows 8 (32ビット)、Windows 8 x64、Windows 8.1 (32ビット)、Windows 8.1 x64、Windows Server 2012 x64、Windows Server 2012 R2 x64の64ビット・データベースのインストールでサポートされています。サポートされているMicrosoft WindowsやJava SEのバージョンなど、サポート対象のシステム構成のリストは、次のリンクの場所にアクセスして、サポート対象のシステム構成に関する項を参照してください。


http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136191.html


インストール時に、Oracle Universal Installerは、Oracle Database、Oracle Database Client、およびOracle Databaseのインストール・メディアに含まれているJava Runtime Environment (JRE) 1.6を使用します。JREによって、インストール時にJava Access Bridge 2.0.2を使用できるようになります。Oracleコンポーネントのインストール後のJava Access Bridgeのインストールおよび構成については、「Java Access Bridge 2.0.2の設定」を参照してください。






A.2 Java Access Bridge 2.0.2の設定

この項では、Oracleコンポーネントのインストール後にJava Access Bridge 2.0.2 for Windowsをインストールおよび構成する方法について説明します。

Windows 32ビットおよび64ビット・オペレーティング・システム上でJava Access Bridge 2.0.2を設定するには、次の手順に従います。

	
Java Standard Edition (Java SE)の次のダウンロード・ページにアクセスして、JDK 7の最新のビルドをダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html


	
Oracleのライセンス契約に同意して、JDK 7をインストールします。




	
注意:

WindowsにJDKをインストールするには、管理者権限が必要です。








	
Windowsキーを押しながら[U]キーを押して「コンピューターの簡単操作センター」を開き、「コンピューターを画面なしで使用します」を選択します。


	
Accessbridgeの有効化チェック・ボックスを選択します。「保存」をクリックして変更を保存します。


	
次の場所からJava Access Bridge 2.0.2をダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jab-2-0-2-download-354311.html">>http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jab-2-0-2-download-354311.html

Oracleのライセンス契約に同意して、accessbridge-2_0_2-fcs-bin-b06.zipファイルをダウンロードします。


	
Java Access Bridgeをインストールするシステムのディレクトリにaccessbridge-2.0.2を解凍します。たとえば、次のようなディレクトリを指定します。


AB_HOME


	
コマンド・プロンプトを開き、DRIVE_LETTERを入力して、実行するインストールのタイプ(データベース、クライアント、コンパニオン)に適したディレクトリに移動します。

Disk1ディレクトリのファイルにアクセスするには、次のように入力します。


DRIVE_LETTER:\>cd Disk1


	
Disk1ディレクトリに移動したら、次のコマンドを実行します。


setup.exe -jreLoc path-to-jdk7\jre


Oracle Universal Installerが起動し、JAWSによって画面上のすべてのプロンプトと操作が読み上げられます。


	
インストールボタンをクリックした後、Windowsエクスプローラを起動して、データベースのインストール先ディレクトリ(DRIVE_LETTER:\app\username\product\12.1.0\dbhome_1)に移動し、JDKフォルダが作成されることを確認します。JDKフォルダが作成されたら、表A-1および表A-2にリストされているファイルを、Java Access Bridgeのソースの場所からJDK宛先フォルダにコピーする必要があります。これらのファイルをコピーすると、Oracle Database Configuration AssistantとOracle Net Configuration Assistantのアクセシビリティが有効になります。


表A-1 Windows 32ビットでJDKディレクトリにコピーするファイル

	コピーするファイル	コピー先のディレクトリ
	
AB_HOME\JavaAccessBridge.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\JAWTAccessBridge.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\WindowsAccessBridge.dll

	
C:\Windows\System32


	
AB_HOME\Accessibility.properties

	
dbhome_1\jdk\jre\lib


	
AB_HOME\Access-bridge.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext


	
AB_HOME\jaccess.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext









表A-2 Windows 64ビットでJDKディレクトリにコピーするファイル

	コピーするファイル	コピー先のディレクトリ
	
AB_HOME\JavaAccessBridge-64.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\JAWTAccessBridge-64.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\WindowsAccessBridge-64.dll

	
C:\Windows\System32


	
AB_HOME\Accessibility.properties

	
dbhome_1\jdk\jre\lib


	
AB_HOME\Access-bridge-64.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext


	
AB_HOME\jaccess.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext




















 
B レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Clientのインストール

この付録では、レスポンス・ファイルを使用して、Oracle Database Clientのサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードのインストールを実行する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
レスポンス・ファイルの使用方法


	
レスポンス・ファイルの準備


	
レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行


	
レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Clientのインプレース・アップグレードの実行






B.1 レスポンス・ファイルの使用方法

Oracle Universal Installerの起動時にレスポンス・ファイルを指定すると、Oracleソフトウェアのインストールおよび構成のすべてまたは一部を自動化できます。Oracle Universal Installerでは、一部またはすべてのプロンプトに対する応答にレスポンス・ファイル内の値が使用されます。

通常、Oracle Universal Installerは対話モードで実行されます。つまり、Graphical User Interface(GUI)画面で情報の入力を要求されます。レスポンス・ファイルを使用してこの情報を入力する場合は、次のいずれかのモードでコマンド・プロンプトからOracle Universal Installerを実行します。

	
サイレント・モード: 画面は一切表示されません。かわりに、Oracle Universal Installerの起動に使用したコマンド・ウィンドウに進捗情報が表示されます。サイレント・モードを使用するには、-silentパラメータを指定してsetup.exeを実行し、Oracle Universal Installerのプロンプトに対する応答を保持しているレスポンス・ファイルを組み込みます。


	
レスポンス・ファイル・モード: Oracle Universal Installerでは、レスポンス・ファイルで情報を指定しなかった画面のみが表示されます。レスポンス・ファイルの変数またはコマンドライン・プロンプトを使用して、情報を入力する必要のない「ようこそ」画面や「サマリー」画面などの他のOracle Universal Installer画面も抑止できます。レスポンス・ファイル・モードを使用するには、-silentパラメータを指定しないでsetup.exeを実行し、適用するレスポンス・ファイルまたは他のパラメータを組み込みます。




レスポンス・ファイルにリストされている変数に値を入力して、サイレント・インストールまたはレスポンス・ファイル・インストールの設定を定義します。たとえば、Oracleホームを指定するには、次の例に示すように、ORACLE_HOME変数に適切な値を入力します。


ORACLE_HOME="C:\app\product"





	
関連項目:

	
レスポンス・ファイルの形式の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
レスポンス・ファイルの詳細は、My Oracle SupportのWebサイトを参照してください。

https://support.oracle.com/













B.1.1 サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用する理由

表B-1に、Oracle Universal Installerをサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードで実行する理由をいくつか示します。


表B-1 サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用する理由

	モード	使用方法
	
サイレント

	
次の場合にサイレント・モードを使用します。

	
アンアテンド・インストールを実行する場合


	
ユーザーとの対話なしで複数のシステムに同様のインストールを複数実行する場合




Oracle Universal Installerでは、起動に使用したウィンドウに進捗情報が表示されますが、Oracle Universal Installerの画面は表示されません。


	
レスポンス・ファイル

	
類似するOracleソフトウェアを複数のシステムにインストールし、すべてのOracle Universal Installerプロンプトではなく一部にのみデフォルトの応答を指定する場合には、レスポンス・ファイル・モードを使用します。

特定のインストーラ画面に必要な情報をレスポンス・ファイルに指定しないと、Oracle Universal Installerによりその画面が表示されます。必要な情報をすべて指定した画面は表示されません。











B.1.2 レスポンス・ファイルの一般的な使用手順

レスポンス・ファイルを使用してOracle Database Clientをインストールする一般的な手順は、次のとおりです。

	
インストール設定に必要なレスポンス・ファイルをカスタマイズまたは作成します。

レスポンス・ファイルは、次のいずれかの方法で作成できます。

	
インストールで提供されるサンプル・レスポンス・ファイルの1つを変更します。


	
実行中にレスポンス・ファイル・オプションを保存します。




レスポンス・ファイルをカスタマイズまたは作成する方法は、「レスポンス・ファイルの準備」を参照してください。


	
レスポンス・ファイルを指定し、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用して、コマンド・プロンプトからOracle Universal Installerを実行します。




	
注意:

Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2では、コマンド・プロンプトで管理者権限が必要です。







レスポンス・ファイルを使用してOracle Universal Installerを実行する方法は、「レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行」を参照してください。











B.2 レスポンス・ファイルの準備

この項では、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでのインストール時に使用するレスポンス・ファイルを準備するための方法について説明します。

	
レスポンス・ファイル・テンプレートの編集


	
レスポンス・ファイルの保存






B.2.1 レスポンス・ファイル・テンプレートの編集

Oracleには、データベース・クライアントおよび構成ツールに対して、レスポンス・ファイルのテンプレートが用意されています。これらのファイルは、Oracle Databaseインストール・メディアのclient\responseディレクトリにあります。

表B-2に、使用可能なOracle Database Clientサンプル・レスポンス・ファイルを示します。


表B-2 レスポンス・ファイル

	レスポンス・ファイル名	目的
	
client_install.rsp

	
Oracle Database Clientのインストール


	
netca.rsp

	
Oracle Net Configuration Assistantでクライアント・インストール・タイプによる構成を実行します。








レスポンス・ファイルをコピーおよび変更する手順は、次のとおりです。

	
Oracle Databaseインストール・メディアのclient\responseディレクトリから、該当するレスポンス・ファイルを自分のハード・ドライブにコピーします。


	
テキスト・ファイル・エディタでレスポンス・ファイルを変更します。




	
関連項目:

レスポンス・ファイルの生成の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイド』を参照してください。インストールしたOracle Databaseで、「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Oracle Installation Products」→「Universal Installer Concepts Guide」の順に選択します。HTML形式で表示されます。








	
「レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行」の手順に従って、レスポンス・ファイルを実行します。









B.2.2 レスポンス・ファイルの保存

Oracle Universal Installerを対話モードで使用してレスポンス・ファイルを保存し、このファイルを編集してからサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードのインストールに使用できます。

Oracle Database 11g リリース2(11.2)以降では、「サマリー」ページで「レスポンス・ファイルの保存」をクリックすると、インストール中のすべてのインストール手順をレスポンス・ファイルに保存できます。後で、サイレント・インストールを実行する際に生成されたレスポンス・ファイルを使用できます。

レスポンス・ファイルを保存する場合、インストールを完了するか、またはインストーラがシステムへのソフトウェアのコピーを開始する前に「サマリー」ページでインストーラを終了できます。

インストール中にレスポンス・ファイルを保存すると、元のソース・レスポンス・ファイルに指定した変数値が新しいレスポンス・ファイルに保存されます。




	
注意:

Oracle Universal Installerは、レスポンス・ファイルにパスワードを保存しません。







レスポンス・ファイルを保存する手順は、次のとおりです。

	
レスポンス・ファイルの作成対象のコンピュータが、第2章に記載されている要件を満たしていることを確認してください。

レスポンス・ファイルを保存するためにOracle Universal Installerを実行すると、システムをチェックして、ソフトウェアをインストールするための要件を満たしているかどうかが検証されます。このため、必要なインストール前の作業をすべて完了してから、インストール実行中にレスポンス・ファイルを保存することをお薦めします。


	
コマンド・プロンプトでcdコマンドを使用して、Oracle Universal Installerのsetup.exe実行可能ファイルを格納するディレクトリに移動します。




	
注意:

Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2では、コマンド・プロンプトで管理者権限が必要です。







インストール・メディアでは、setup.exeはdatabaseディレクトリにあります。あるいは、インストール・ファイルをダウンロードまたはコピーしたディレクトリに移動します。


	
setup.exeを実行します。


	
Oracle Universal Installerの起動後、インストール設定を入力してレスポンス・ファイルを保存します。


	
インストーラに「サマリー」画面が表示されたら、次の手順を実行します。

	
「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルのファイル名および場所を指定します。次に、「保存」をクリックしてファイルに値を保存します。


	
「終了」をクリックしてレスポンス・ファイルを作成し、インストールを続行します。

レスポンス・ファイルの作成のみを実行し、インストールを続行しない場合は、「取消」をクリックします。インストールは中止されますが、入力した設定はレスポンス・ファイルに保存されます。





	
保存したレスポンス・ファイルを別のシステムで使用するには、事前にそのファイルを編集し、必要な変更を行います。

ファイルを編集する際は、ファイル内の指示に従ってください。











B.3 レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行

この段階では、作成したレスポンス・ファイルを指定してコマンドラインからOracle Universal Installerを実行し、インストールを実行する準備ができています。Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2では、コマンド・プロンプトは管理者権限で開く必要があります。Oracle Universal Installerの実行可能ファイルsetup.exeには、いくつかのオプションが用意されています。これらのオプション全体のヘルプ情報を表示するには、次のように-helpオプションを指定してsetup.exeを実行します。


DRIVE_LETTER:\setup.exe_location setup -help


起動の準備中メッセージとともに新しいコマンド・ウィンドウが表示されます。ヘルプ情報が、すぐにこのウィンドウに表示されます。

Oracle Universal Installerを実行してレスポンス・ファイルを指定する手順は次のとおりです。

	
Oracle Database Clientをインストールするコンピュータにレスポンス・ファイルを置きます。


	
コマンド・プロンプトで、該当するレスポンス・ファイルを指定してOracle Universal Installerを実行します。Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2では、コマンド・プロンプトは管理者権限で開く必要があります。

サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでOracle Universal Installerを起動するには、次のようなコマンドを入力します。


DRIVE_LETTER:\setup.exe_location [-silent] "variable=setting" [-nowelcome] [-nowait] [-noconfig]  -responseFile filename 





	
注意:

レスポンス・ファイルへの相対パスは指定しないでください。相対パスを指定すると、Oracle Universal Installerは正常に動作しません。







各項目の意味は次のとおりです。

	
DRIVE_LETTER: DVD上のデータベース・ディレクトリのパス。


	
setup.exe_location: setup.exeの場所を示します。


	
-silent: Oracle Universal Installerをサイレント・モードで実行することを示します。


	
"variable=setting"は、レスポンス・ファイルに設定するのでなく、コマンドラインで実行するレスポンス・ファイル内の変数を参照します。変数とその設定値は引用符で囲みます。


	
-nowelcome: インストール時に表示されるようこそウィンドウを非表示にします。


	
-nowait: サイレント・インストールが完了すると、コンソール・ウィンドウを閉じます。


	
-noconfig: インストール時にコンフィギュレーション・アシスタントの実行を抑制し、かわりにソフトウェアのみのインストールを実行します。


	
filename: 構成したインストール・レスポンス・ファイルのフルパスおよびファイル名です。












B.4 レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Clientのインプレース・アップグレードの実行

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以降は、レスポンス・ファイルを使用してOracle Database Clientのインプレース・アップグレードを実行できるようになりました。

	
client_install.rspファイルのoracle.install.client.upgradingエントリを編集し、trueに設定します。デフォルトでは、oracle.install.client.upgradingエントリはfalseに設定されています。


	
「レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行」に従って、Oracle Universal Installerをサイレント・モードで実行します。







	
関連項目:

「Oracle Database Clientのインプレース・アップグレードの実行」

















 
C Oracle Databaseグローバリゼーション・サポートの構成

この付録では、次のグローバリゼーション・サポートについて説明します。

	
異なる言語でのOracleコンポーネントのインストールおよび使用


	
異なる言語でのOracle Universal Installerの実行






C.1 異なる言語でのOracleコンポーネントのインストールおよび使用

この項では、次の手順について説明します。

	
異なる言語で実行するためのOracleコンポーネントの構成


	
翻訳リソースのインストール






C.1.1 異なる言語で実行するためのOracleコンポーネントの構成

Oracleコンポーネントを使用する場合、使用する言語と地域(ロケール)を指定できます。コンポーネントのロケール設定により、そのコンポーネントのユーザー・インタフェースに使用される言語、および日付と数値書式などのグローバリゼーション動作が決まります。Oracleコンポーネントに応じて、コンポーネントのロケールは、そのコンポーネントを起動したオペレーティング・システムのセッションから引き継いだロケール、またはNLS_LANG環境変数で定義したロケールが使用されます。

オペレーティング・システムのロケールは通常、Javaテクノロジに基づくOracleコンポーネントで使用されます。NLS_LANG環境変数で定義したロケールは通常、OCIなどのOracle Clientライブラリを使用するOracleコンポーネントで使用されます。




	
注意:

選択した言語でOracleコンポーネントのユーザー・インタフェースが表示されるのは、該当する翻訳リソースが使用可能であり、インストールされている場合にかぎります。そうでない場合、ユーザー・インタフェースは英語で表示されます。









C.1.1.1 オペレーティング・システム・ロケールの決定

Oracle Universal Installer、Oracle Net Configuration Assistant、Oracle Database Configuration Assistantなどのコンポーネントにおけるユーザー・インタフェースの言語や、グローバリゼーション動作は、オペレーティング・システム・セッションのロケール設定によって決まります。また、ユーザー・アプリケーションからOracle JDBCドライバを介して作成されたOracle Databaseセッションにおけるグローバリゼーション動作も、アプリケーションが優先されていないかぎり、オペレーティング・システム・セッションのロケール設定により決まります。

「スタート」メニューから「コントロール パネル」を開き、オペレーティング・システムのロケール設定を変更します。Windows XP、Windows 2003、Windows Server 2003 R2、およびWindows Vista、Windows Server 2008、Windows 7、Windows Server 2008 R2のコントロール パネルのクラシック表示の場合、「地域と言語のオプション」をクリックします。Windows Vista、Windows Server 2008、Windows 7、Windows Server 2008 R2のコントロール パネルのデフォルト表示の場合、「キーボードまたは入力方法の変更」をクリックします。

Windows XP、Windows 2003およびWindows Server 2003 R2で現在のオペレーティング・システム・ユーザーのロケールを設定するには、「地域オプション」タブの「標準と形式」領域のポップアップ・リストから希望するロケールを選択します。Windows Vista、Windows Server 2008、Windows 7およびWindows Server 2008 R2の場合、「形式」タブの「現在の形式」ポップアップ・リストから希望するロケールを選択します。

一部のロケールは、必要なオペレーティング・システムのサポート・ファイルをインストールしないと使用できない場合があります。Windows XP、Windows 2003およびWindows Server 2003 R2では、「言語」タブの「補足言語サポート」領域で適切なチェック・ボックスが選択されていることを確認します。

SQL*Plusなどの一部のOracleコンポーネントでは、Windowsシステム・ロケールも、そのコンポーネントを実行する言語に設定する必要があります。システム・ロケールは、Windows XP、Windows 2003、Windows Vista、Windows Server 2008、Windows 7およびWindows Server 2008 R2では「Unicode対応でないプログラムの言語」と呼ばれます。Windows XPおよびWindows 2003では、「詳細設定」タブの「Unicode対応でないプログラムの言語」領域のポップアップ・リストからロケールを選択します。Windows Vista、Windows Server 2008、Windows 7およびWindows Server 2008 R2の場合、「管理」タブの「システム ロケールの変更」ボタンをクリックし、ユーザー・アカウント制御がアクティブな場合は、管理権限の使用を受け入れ、開いているダイアログ・ボックスのポップアップ・リストからロケールを選択します。




	
注意:

システム・ロケールの変更後は、オペレーティング・システムを再起動する必要があります。Windowsのロケール設定の詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。











C.1.1.2 NLS_LANG環境変数を使用したロケールおよびキャラクタ・セットの構成

NLS_LANG環境変数は、SQL*Plus、expおよびimpなどのコンポーネントのユーザー・インタフェースの言語およびグローバリゼーション動作を決定します。また、クライアント・アプリケーションおよびデータベース・ユーザー・セッションで使用される言語および地域を設定します。また、クライアント・アプリケーションでのデータの入力や表示に使用するキャラクタ・セットも宣言されます。

NLS_LANG環境変数の形式は次のとおりです。


NLS_LANG=language_territory.characterset


この形式の詳細は次のとおりです。

	
languageは、ユーザー・インタフェース、エラー・メッセージ、ソート、曜日および月の名前の表示に使用する言語を指定します。


	
territoryは、日付、通貨、数値のデフォルトの書式の規則を指定します。


	
charactersetは、データベース・クライアントのエンコーディング(クライアント・プログラムで入力または表示されるデータのキャラクタ・セット)を指定します。

多くの場合、これはシステム・ロケールで決定されるWindows ANSIコード・ページに対応するOracleキャラクタ・セットです。




WindowsのNLS_LANGパラメータは、次のように設定できます。

	
レジストリで、指定のOracleホームに対応するサブキーの下に設定できます。


	
環境変数として設定できます。




Oracle Databaseコンポーネントをインストールし、NLS_LANGパラメータがターゲットのOracleホームのレジストリ・サブキーでまだ設定されていない場合、Oracle Universal InstallerではNLS_LANGパラメータを、現行ユーザーのオペレーティング・システム・ロケールから導出されたデフォルト値に設定します。




	
注意:

AL32UTF8は、XMLTypeデータに適したOracle Databaseキャラクタ・セットです。これはIANAの登録済標準であるUTF-8エンコーディングと同等であり、すべての有効なXML文字をサポートします。
Oracle Databaseのデータベース・キャラクタ・セットUTF8(ハイフンなし)をデータベース・キャラクタ・セットAL32UTF8またはキャラクタ・エンコーディングUTF-8と混同しないでください。データベース・キャラクタ・セットUTF8はAL32UTF8で置き換えられています。XMLデータにはUTF8を使用しないでください。UTF8でサポートされるのはUnicodeバージョン3.0以下のみで、有効なXML文字がすべてサポートされるわけではありません。AL32UTF8には、このような制限はありません。

XMLデータにデータベース・キャラクタ・セットUTF8を使用すると、リカバリできないエラーが発生したりセキュリティに悪影響を及ぼす可能性があります。データベース・キャラクタ・セットでサポートされていない文字がinput-document要素名に表示される場合は、置換文字(通常は疑問符)で置き換えられます。このため、解析が終了して例外が発生します。












	
関連項目:

	
複数のOracleホームに対するサブキーの場所の詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』を参照してください。


	
NLS_LANGパラメータとグローバリゼーション・サポート初期化パラメータの詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。












次に例を示します。

	
アラビア語(U.A.E.) - ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8MSWIN1256


	
中国語(PRC) - SIMPLIFIED CHINESE_CHINA.ZHS16GBK


	
中国語(台湾) - TRADITIONAL CHINESE_TAIWAN.ZHT16MSWIN950


	
英語(イギリス) - ENGLISH_UNITED KINGDOM.WE8MSWIN1252


	
英語(アメリカ合衆国) - AMERICAN_AMERICA.WE8MSWIN1252


	
フランス語(カナダ) - CANADIAN FRENCH_CANADA.WE8MSWIN1252


	
フランス語(フランス) - FRENCH_FRANCE.WE8MSWIN1252


	
ドイツ語(ドイツ) - GERMAN_GERMANY.WE8MSWIN1252


	
ヘブライ語 - HEBREW_ISRAEL.IW8MSWIN1255


	
日本語 - JAPANESE_JAPAN.JA16SJISTILDE


	
ロシア語 - RUSSIAN_RUSSIA.CL8MSWIN1251


	
スペイン語(スペイン) - SPANISH_SPAIN.WE8MSWIN1252


	
スペイン語(メキシコ) - MEXICAN SPANISH_MEXICO.WE8MSWIN1252


	
スペイン語(ベネズエラ) - LATIN AMERICAN SPANISH_VENEZUELA.WE8MSWIN1252





C.1.1.2.1 コンソール・モードおよびバッチ・モードでのNLS_LANG設定

SQL*Plus、SQL Loader、Import、ExportなどのOracleユーティリティをコマンド・プロンプト・ウィンドウから使用する前に、NLS_LANGパラメータのキャラクタ・セット・フィールドをレジストリでの値と異なる値に設定することが必要な場合があります。

これが必要なのは、コンソール・モードで実行されているプログラムでは、いくつかの例外を除き、GUIモードで実行されているプログラムとは異なるコード・ページ(キャラクタ・セット)を使用するためです。レジストリでは、デフォルトのOracleホームのNLS_LANGパラメータは、常に該当するGUIコード・ページに設定されています。コンソール・モード・セッションのNLS_LANGパラメータが適切に設定されていない場合、文字変換が正しく行われず、エラー・メッセージやデータが破損する可能性があります。

日本語、韓国語、簡体字中国語、繁体字中国語、タイ語およびベトナム語では、コンソール(OEM)コード・ページはGUI(ANSI)コード・ページと同一です。この場合、NLS_LANGパラメータを設定する必要はありません。他の言語では、影響を受けるユーティリティを起動するのと同じコマンド・プロンプト・ウィンドウでSET NLS_LANGコマンドを発行し、NLS_LANGに正しいキャラクタ・セットの値を設定します。

同様に、バッチ・モードで、バッチ・プロシージャで処理されるファイルのキャラクタ・セットに応じて、プロシージャの開始時に、SET NLS_LANGコマンドを挿入し、NLS_LANGに正しいキャラクタ・セットの値を設定します。

現在のコンソール・コード・ページを確認するには、コマンド・プロンプト・ウィンドウでCHCPコマンドを発行します。表示されたコード・ページ番号を使用して、表C-1で対応するOracleキャラクタ・セット名を調べます。

表C-1に、コンソール・モード・コード・ページに対応するOracleキャラクタ・セットを示します。


表C-1 コンソール・モード(OEM)コード・ページに対するOracleキャラクタ・セット

	OEMコード・ページ	コンソール・モードのOracleキャラクタ・セット
	
437(US)

	
US8PC437


	
737(ギリシャ語)

	
EL8PC737


	
775(バルト語)

	
BLT8PC775


	
850(多言語ラテンI)

	
WE8PC850


	
852(ラテンII)

	
EE8PC852


	
855(キリル語)

	
RU8PC855


	
857(トルコ語)

	
TR8PC857


	
858(多言語ラテンI + 西ヨーロッパ語)

	
WE8PC858


	
866(ロシア語)

	
RU8PC866


	
874(タイ語)

	
TH8TISASCII


	
932(日本語Shift-JIS)

	
JA16SJISTILDE


	
936(簡体字中国語GBK)

	
ZHS16GBK


	
949(韓国語)

	
KO16MSWIN949


	
950(繁体字中国語Big5)

	
ZHT16MSWIN950


	
1258(ベトナム語)

	
VN8MSWIN1258
















C.1.2 翻訳リソースのインストール

Oracleコンポーネントのユーザー・インタフェースを異なる言語で表示するには、それらの言語に翻訳されたリソースをコンポーネントとともにインストールする必要があります。インストールする翻訳リソースを選択する手順は、次のとおりです。




	
注意:

Oracle Database Vaultのユーザー・インタフェースのテキストの一部は、DVSYSスキーマのデータベース表に格納されています。デフォルトでは、これらの表には英語のみロードされます。Oracle Database Vault Configuration Assistantを使用すると、Oracle Database Vaultに別の言語を追加できます。必要な手順は、『Oracle Database Vault管理者ガイド』の付録Cを参照してください。







	
Oracle Universal Installerを起動します。


	
「インストール・オプションの選択」画面で、インストール・オプションを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「システム・クラス」画面で、データベース・インストール用のシステムのタイプを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「Gridインストール・オプション」画面で、実行するデータベース・インストールのタイプを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「インストール・タイプの選択」画面で、インストールのタイプを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「製品言語の選択」画面で、「使用可能な言語」フィールドから、製品を実行する言語を選択します。




	
注意:

「使用可能な言語」フィールドには、Oracleグローバリゼーション・ライブラリでサポートされているすべての言語が表示されます。通常、実際に翻訳されている言語はその一部であり、各コンポーネントによっても異なります。また、特定のコンポーネントにおいて翻訳の対象となる範囲は、言語によって異なります。たとえば、ユーザー・インタフェースのテキストがすべて翻訳されている言語もあれば、エラー・メッセージのみ翻訳されヘルプ・ファイルは翻訳されていない言語もあります。








	
「>」矢印ボタンを使用して、選択した言語を「選択された言語」フィールドに移動し、「OK」をクリックします。




	
注意:

Oracle Universal Installerでは、「選択された言語」フィールドに移動した言語でも、翻訳されていない場合は無視されます。

















C.2 異なる言語でのOracle Universal Installerの実行

Oracle Universal Installerを実行する際に表示される言語は、使用しているオペレーティング・システムのロケールによって決まります。Oracle Universal Installerは、次のいずれかの言語で実行されます。

	
ポルトガル語(ブラジル)


	
英語


	
フランス語


	
ドイツ語


	
イタリア語


	
日本語


	
韓国語


	
簡体字中国語


	
スペイン語


	
繁体字中国語




Oracle Universal Installerを目的の言語で実行する手順は、次のとおりです。

	
オペレーティング・システム・ユーザーのロケールおよびシステム・ロケールを「オペレーティング・システム・ロケールの決定」で説明されているように変更します。


	
「Oracle Database Clientソフトウェアのインストール」の説明に従って、Oracle Universal Installerを起動します。




前述の言語以外を選択した場合、Oracle Universal Installerは英語で実行されます。












D Oracle Database Clientインストールのトラブルシューティング

この付録では、次のトラブルシューティングについて説明します。

	
要件の確認


	
インストール・エラーが発生した場合の対処方法


	
インストール・セッションのログの確認


	
サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理


	
コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング


	
インベントリの問題のトラブルシューティング


	
インストール失敗後のクリーン・アップ






D.1 要件の確認

この付録に示すトラブルシューティングの手順を実行する前に、次を実行してください。

	
システムが要件を満たしていることと、第2章「Oracle Database Clientのインストール前の要件」に示したインストール前の作業をすべて完了していることを確認してください。


	
製品をインストールする前に、その製品に関して使用しているプラットフォーム用のリリース・ノートを参照してください。最新のリリース・ノートは、次に示すOracle Technology NetworkのWebサイトから入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html









D.2 インストール・エラーが発生した場合の対処方法

インストール中にエラーが発生した場合は、次のように操作してください。

	
Oracle Universal Installerを終了しないでください。


	
インストール・ウィンドウの1つに間違った情報を入力して「次へ」をクリックした場合は、「戻る」をクリックして元のウィンドウに戻り、情報を訂正します。


	
Oracle Universal Installerによるファイルのコピーまたはリンク中にエラーが発生した場合、対話型インストールについては「インストール・セッションのログの確認」を、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードのインストールについては「サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理」を参照してください。


	
コンフィギュレーション・アシスタントの実行中にエラーが発生した場合は、D.5項「コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング」を参照してください。


	
問題を解決できない場合は、D.7項「インストール失敗後のクリーン・アップ」の手順に従って、失敗したインストールの内容を削除してください。









D.3 インストール・セッションのログの確認

Oracle Universal InstallerをOracleソフトウェアがインストールされていないコンピュータで実行する場合、次のディレクトリが作成されます。


DRIVE_LETTER:\Program Files\Oracle\Inventory\logs


この最初のインストールおよびその後のすべてのインストール中、Oracle Universal Installerにより実行されるすべてのアクションがこのディレクトリのログ・ファイルに保存されます。インストール中にエラーが発生した場合は、問題の原因と考えられる情報をログ・ファイルで確認してください。

対話型インストール用のログ・ファイル名は次の形式になります。


installActionsdate_time.log

oraInstalldate_time.err
oraInstalldate_time.out


たとえば、対話型インストールを2005年2月14日9:00:56 A.M.に行った場合、ログ・ファイルは次のような名前になります。


installActions2005-02-14_09-00-56-am.log





	
注意:

Inventoryディレクトリまたはその内容の削除や、手動での変更は行わないでください。削除や変更を行うと、Oracle Universal Installerでシステムにインストールする製品を見つけられなくなります。










	
関連項目:

「サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理」












D.4 サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理

サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードのインストールが正常に実行されたかどうかを判断するには、DRIVE_LETTER:\Program Files\Oracle\Inventory\logsディレクトリにあるsilentInstallActionsdate_time.logファイルを確認します。

サイレント・インストールは、次の場合に失敗します。

	
レスポンス・ファイルを指定していない場合。


	
不正または不完全なレスポンス・ファイルを指定している場合。


	
Oracle Universal Installerにディスク領域不足などのエラーが発生した場合。




Oracle Universal Installerまたはコンフィギュレーション・アシスタントは、実行時にレスポンス・ファイルの妥当性を検査します。妥当性検査に失敗すると、インストールまたは構成プロセスは終了します。 




	
関連項目:

対話型インストールのログ・ファイルの詳細は、「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。












D.5 コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング

コンフィギュレーション・アシスタントの実行中に発生したインストール・エラーのトラブルシューティング方法は、次のとおりです。

	
D.3項「インストール・セッションのログの確認」に示したインストール・ログ・ファイルを確認します。


	
ORACLE_HOME\cfgtoollogsディレクトリにある特定のコンフィギュレーション・アシスタントのログ・ファイルを確認します。エラーの原因となった問題を修正します。


	
致命的エラー。再インストールしてくださいというメッセージが表示された場合は、ログ・ファイルを確認して問題の原因を調査します。これ以降の手順は、「リカバリ不能なエラー」を参照してください。





D.5.1 コンフィギュレーション・アシスタントの障害

Oracleのコンフィギュレーション・アシスタントの障害は、インストール・ウィンドウの最下部に表示されます。追加情報がある場合は、コンフィギュレーション・アシスタントのインタフェースに表示されます。コンフィギュレーション・アシスタントの実行ステータスは、installActionsdate_time.logファイルに格納されます。

次の表に、実行ステータス・コードを示します。


	ステータス	結果コード
	コンフィギュレーション・アシスタントの正常終了	0
	コンフィギュレーション・アシスタントの異常終了	1
	コンフィギュレーション・アシスタントの取消し	-1










D.5.2 リカバリ不能なエラー

コンフィギュレーション・アシスタントの実行中にリカバリ不能なエラーが発生した場合は、次のようにします。

	
D.7項「インストール失敗後のクリーン・アップ」の説明に従って、失敗したインストールを削除します。


	
リカバリ不能なエラーの原因を修正します。


	
Oracleソフトウェアを再インストールします。











D.6 インベントリの問題のトラブルシューティング

Oracleホームで次のいずれかの状況が発生した場合は、opatch lsinventory -detailコマンドを実行してインベントリの内容を表示し、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイド』のインベントリの破損からのリカバリに関する項で、問題の修正についての情報を参照してください。

	
インベントリの手順を完了せずに、Oracleホームがクローニングされている場合。


	
不良インベントリが存在する場合。


	
インベントリが使用できないのに、別のOracleホームにOracle Enterprise Manager Agentがインストールされたときに作成されている場合。









D.7 インストール失敗後のクリーン・アップ

インストールが失敗した場合は、インストール中にOracle Universal Installerで作成されたファイル、およびOracleホーム・ディレクトリを削除する必要があります。削除ツールを実行する場合、第5章「Oracle Database Clientソフトウェアの削除」の手順に従ってください。











 
用語集



接続記述子

特別にフォーマットされた、ネットワーク接続のための宛先の記述。接続記述子は、宛先サービスおよびネットワーク・ルート情報を含みます。

宛先サービスは、Oracle Databaseの場合はサービス名、Oracleリリース8.0または7のデータベースでは、Oracleシステム識別子(SID)を使用して示されます。ネットワーク・ルートは、少なくとも、ネットワーク・アドレスを使用してリスナーの場所を示します。






デフォルト・ドメイン

ほとんどのクライアント・リクエストが発生するネットワーク・ドメイン。クライアントが置かれるドメイン、またはクライアントがネットワーク・サービスをリクエストするドメインとなることがあります。デフォルト・ドメインは、未修飾ネットワーク名リクエストに追加されるドメインを決定するクライアント構成パラメータにもなります。「.」文字を含まない場合、名前リクエストは修飾されません。






簡易接続ネーミング

クライアントが構成なしでデータベース・サーバーに接続するためのネーミング・メソッド。クライアントは、ホスト名、オプションのポート番号、サービス名、およびインスタンス名で構成された単純なTCP/IPアドレスを使用します。


SQL>CONNECT user_name@host[:port][/service_name][/instance_name]
Enter password: password





インストール・タイプ

インストールするコンポーネントを自動的に選択する事前定義済のコンポーネント・セット。各トップレベル・コンポーネントで使用可能なインストール・タイプのリストは、「Oracle Database Clientのインストール・タイプ」を参照してください。





プロセス間通信(IPC)

クライアント・アプリケーションで使用されるプロトコルで、データベースとの通信のためにリスナーと同じノードに置かれます。IPCは、TCP/IPより高速なローカル接続を提供します。





ldap.oraファイル

Oracle Net Configuration Assistantによって作成されるファイルで、次のディレクトリ・アクセス情報が含まれます。

	
ディレクトリのタイプ


	
ディレクトリの場所


	
データベース・サービスへの接続用の接続識別子を検索または構成するためにクライアントまたはサービスが使用するデフォルトの管理コンテキスト




ldap.oraファイルは、ORACLE_HOME\network\adminにあります。






リスナー

サーバーに常駐するプロセスで、クライアントからの接続リクエストのリスニング、およびサーバーへの通信量の管理を行います。

クライアントがデータベース・サーバーとのネットワーク・セッションをリクエストするときに、リスナーは実際のリクエストを受け取ります。クライアント情報がリスナー情報と一致した場合、リスナーはデータベース・サーバーへの接続を許可します。






listener.oraファイル

次のものを識別するリスナーの構成ファイル。

	
リスナー名


	
接続リクエストを受け入れるプロトコル・アドレス


	
リスニング対象のサービス




listener.oraファイルは、ORACLE_HOME\network\adminにあります。

Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、サービス登録により、データベース・サービスを識別する必要がありません。ただし、Oracle Enterprise Managerを使用する場合は、Oracle Database 11gリリース2(11.2)に静的なサービス構成が必要です。






ローカル・ネーミング

ネット・サービス名を接続記述子に解決するネーミング・メソッド。この名前は、各クライアントのtnsnames.oraファイルに構成および保存されます。






ネーミング・メソッド

クライアント・アプリケーションで、データベース・サービスへの接続を試行する際、接続識別子をネットワーク・アドレスに解決するために使用される解決方法。Oracle Net Servicesでは、次のネーミング・メソッドがサポートされています。

	
ローカル・ネーミング


	
ディレクトリ・ネーミング


	
簡易接続ネーミング


	
NIS外部ネーミング









ネット・サービス名

接続記述子に解決されるサービスの単純名。ユーザーは、接続するサービスに対する接続文字列内に、ネット・サービス名とともにユーザー名およびパスワードを渡すことで接続リクエストを開始します。


SQL> CONNECT username@net_service_identifier
Enter password: password


必要に応じて、ネット・サービス名は次のような様々な場所に格納できます。

	
各クライアントのローカル構成ファイル、tnsnames.ora


	
ディレクトリ・サーバー


	
外部ネーミング・サービス(ネットワーク情報サービス(NIS)、セル・ディレクトリ・サービス(CDS)など)









オペレーティング・システム認証接続

Oracle Databaseに接続するユーザーの認証に、Windowsのログイン資格証明を使用できます。Windowsのネイティブ認証には、次のような利点があります。

	
ユーザー名やパスワードを指定しなくても、ユーザーが複数のOracle Databaseに接続できます。


	
Oracle Databaseのユーザー認証情報をWindowsに集中します。これにより、Oracle Databaseでユーザー・パスワードの格納または管理を行う必要がなくなります。









OPS$

初期化ファイルのパラメータOS_AUTHENT_PREFIXにより、データベースへの接続を試行するユーザーを認証するためにOracleで使用される接頭辞をユーザーが指定できます。このパラメータの値は、各ユーザーのオペレーティング・システム・アカウント名の先頭に連結されます。接続リクエストが発行されると、Oracleでは接頭辞の付いたユーザー名をデータベース内のOracleユーザー名と比較します。

このパラメータのデフォルト値は""(NULL文字列)で、そのためオペレーティング・システムのアカウント名には接頭辞が追加されません。旧リリースでは、OPS$(オペレーティング・システム固有の省略形)がデフォルト設定でした。






Oracleコンテキスト

相対識別名がcn=OracleContextのディレクトリ・サブツリーのルートで、すべてのOracleソフトウェア情報が保持されます。ディレクトリに1つ(または複数)のOracleコンテキストが存在できます。Oracleコンテキストは、ディレクトリ・ネーミング・コンテキストと関連付けることができます。

Oracleコンテキストには、次のOracleエントリを含めることができます。

	
Oracle Net Servicesディレクトリ・ネーミングとともに使用してデータベース接続を行う接続識別子


	
Oracle Advanced Securityとともに使用するエンタープライズ・ユーザー・セキュリティ








Oracleホーム

Oracleコンポーネントをインストールするディレクトリ・パス(c:\app\username\product\11.2.0\dbhome_nなど。nはOracleホームの番号です)。Oracle Universal Installerの「ファイルの場所」ウィンドウの「パス」フィールドで、Oracleホームを入力するよう求められます。





Oracleスキーマ

LDAP準拠のディレクトリ・サーバーに格納できるものを決定するルールの集合。Oracleには、Oracle Net Servicesエントリなど、多くのOracleエントリ・タイプに適用される独自のスキーマがあります。Oracle Net Servicesエントリ用のOracleスキーマは、エントリに含まれる属性を含みます。






Oracle Net foundationレイヤー

クライアント・アプリケーションとサーバー間の接続の確立と維持、およびこれらの間でのメッセージ交換を行うネットワーク通信レイヤー。





プロトコル・アドレス

ネットワーク・オブジェクトのネットワーク・アドレスを識別するアドレス。

接続が行われるとき、クライアントとそのリクエストの受信者(リスナーまたはOracle Connection Managerなど)は同じプロトコル・アドレスを使用して構成されます。クライアントはこのアドレスを使用して接続リクエストを特定のネットワーク・オブジェクトの位置に送信し、受信者はこのアドレスでリクエストのリスニングを行います。クライアントおよび接続受信者にとって、同じプロトコルをインストールし、同じアドレスを構成することが重要です。






リポジトリ

Oracle Management Serverにアクセス可能なOracleデータベースにある表の集合。Oracle Management Serverでは、すべてのシステム・データおよびアプリケーション・データ、環境全体に分散している管理対象ノードの状態についての情報、および別途ライセンスを受けられるManagement Packに関する情報を格納するために、リポジトリが使用されます。





サービス登録

PMONプロセス(インスタンス・バックグラウンド・プロセス)がリスナーに情報を自動的に登録する機能。この情報はリスナーに登録されるため、listener.oraファイルはこの静的情報で構成される必要がありません。

サービス登録により、リスナーには次の情報が提供されます。

	
データベースの実行中の各インスタンスのサービス名


	
データベースのインスタンス名


	
各インスタンスで使用可能なサービス・ハンドラ(ディスパッチャおよび専用サーバー)

これにより、リスナーがクライアントのリクエストを正しく送信できます。


	
ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

これにより、リスナーがクライアントの接続リクエストを処理できる最良のディスパッチャを決定できます。すべてのディスパッチャがブロックされている場合、リスナーはその接続専用のサーバーを起動できます。




この情報により、リスナーはクライアントの接続リクエストを処理するための最良の方法を決定できます。






SID

データベースをコンピュータにあるその他すべてのデータベースと区別するOracleシステム識別子。SIDは、文字が8文字以上か、ピリオドを入力しないかぎり、グローバル・データベース名のデータベース名部分(たとえば、sales.us.example.comのsales)に自動的にデフォルト設定されます。デフォルト値は、そのまま確定することも、変更することもできます。






sqlnet.oraファイル

クライアントまたはサーバーの構成ファイルで、次のものを指定します。

	
未修飾サービス名またはネット・サービス名に追加するクライアント・ドメイン


	
名前を解決するときにクライアントにより使用されるネーミング・メソッドの順序


	
使用するロギング機能およびトレース機能


	
接続のルート


	
外部ネーミング・パラメータ


	
Oracle Advanced Securityパラメータ




sqlnet.oraファイルは、ORACLE_HOME\network\adminにあります。





システム識別子

「SID」を参照してください。






ターミナル・サーバー

Microsoft Windows Terminal Serverが、Windowsシン・クライアント・ターミナル・サーバーです。Windows Serverで同時に複数のクライアント・セッションをサポートします。Windows Terminal Serverは、オペレーティング・システムのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)をOracleデータベース・ユーザーに提供します。






tnsnames.oraファイル

接続記述子にマップされているネット・サービス名を含む構成ファイル。このファイルはロカール・ネーミング・メソッドに使用されます。tnsnames.oraファイルは、ORACLE_HOME\network\adminにあります。






UNC

「汎用命名規則(UNC)」を参照してください。





標準構成

Oracle Database ClientとOracle Database間の接続のデフォルト構成を実行するOracle Universal Installerのオプション。これにより、次が構成されます。

	
tnsnames.oraファイル内の1つのネット・サービス名。


	
sqlnet.oraファイル内のローカル・ネーミングおよび簡易接続ネーミング・メソッド。




Oracle Database Clientは、接続しようとする際に、最初にローカル・ネーミング、続いて簡易接続ネーミングを使用します。





未修飾名

ネットワーク・ドメインを含まないネット・サービス名。






汎用命名規則(UNC)

汎用命名規則は、ネットワーク・ドライブにドライブ文字をマッピングすることなく、ネットワーク上のファイルにアクセスするための方法を提供します。UNC名は次のように構成されます。

\\computer name\share name\filename
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